
令和８年度第１回安城市自立支援協議会 次第 
 

日時：令和８年７月２日（木） 

午後１時３０分から午後３時まで 

場所：安城市役所本庁舎３階 第１０会議室 

 

１  神谷委員長あいさつ 

 

 

2  副委員長の指名 

 

 

3  議 題 

（１）安城市自立支援協議会について  ……………………資料１－１,１－２（Ｐ1～２） 

 

 

（２）第５次安城市障害者計画における進捗状況について ………・資料２（P３～１７） 

   （計画の本編及び概要版は安城市公式ウェブサイトよりご確認ください。）   

      《QR コード》 

                                                  

 

（３）令和８年度共生のまち部会及び各グループの課題と取組みについて 

………・資料３（P１８～２９） 

 

 

（4）障害者差別解消法に係る市の取組みについて     ………・資料４（P３０～３１） 

 

 

（5）障害者虐待防止に係る市の取組みについて       ………・資料５（P３２～３４） 

 

 

（６）日中サービス支援型共同生活援助（グループホーム）評価の手引き改定について 

………・資料６（P３５～４６） 

 



（７）日中サービス支援型共同生活援助事業所（ユースタイルホーム安城）の 

改善策について【非公開】                     ………・資料７（P４７～４９） 

 

 

4  連絡事項 

令和８年度の安城市自立支援協議会のスケジュールについて 

第２回  日時：令和８年１０月２９日（木） 午後１時３０分から午後３時まで 

会場：安城市役所本庁舎３階 第１０会議室 

第３回  日時：令和９年３月１８日（木） 午後１時３０分から午後３時まで 

場所：安城市役所本庁舎３階 第１０会議室 

 



１　体系

２　構成員

※基幹相談支援センター及び安城市障害福祉課はすべてのグループに参加する。
※共生のまち部会長・副会長は分担して各グループに参加する。

い け あ グ ル ー プ 奇数月
医療的ケア児コーディネーター、
医療機関ソーシャルワーカー、
医療的ケア児・者を受入れている事業所

医療的ケア児・者の支援体制の課題につい
て検討を行う

課 題 に 対 応 す る
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

随時 課題ごとに募る。
短期間で課題解決すべき問題について、臨
時でワーキンググループを作成し、課題につ
いて検討を行う

き ょ て ん グ ル ー プ
随時

（年３回）

地域生活支援拠点等コーディネーター、
共生のまち部会長・副会長、
地域生活支援拠点等を担う事業所（短期入所等）

地域生活支援拠点等のより良い運営につ
いて協議を行う

こ こ ろ グ ル ー プ 年４回

就労継続支援Ｂ型、 地域活動支援センター、
各病院ＰＳＷ、衣浦東部保健所、
指定特定相談支援、
訪問看護ステーション（精神）、
地域包括支援センター、あんさぽ、ぶなの木会

精神障害にも対応した地域包括ケアシステ
ムの構築について検討する

き か く ・ け い は つ
グ ル ー プ

隔月
共生のまち部会参加者から募る。
愛教大学生

共生のまち部会全体でのイベント等の企画
及び障害に関する啓発活動について検討を
行う

け ん り よ う ご グ ル ー プ 随時

愛知県指定研修講師、
弁護士、
地域生活支援拠点等コーディネーター、
共生のまち部会長、副会長

障害者の権利擁護に関する協議を行う

と う じ し ゃ グ ル ー プ 毎月
障害当事者、
けんりようごグループ代表、
とうじしゃグループアドバイザー

障害者が当事者の視点から日常生活や障
害者支援に関する内容について提案等を行
う

そ う だ ん グ ル ー プ 毎月
指定特定相談支援、
指定一般相談支援、
障害児相談支援

相談支援の立場から地域の課題抽出を
行ったり、適正な障害福祉サービス等の支
援について検討を行う

く ら し グ ル ー プ 偶数月

グループホーム、
短期入所、
入所施設、
居宅介護（ホームヘルプサービス）

グループホーム並びに入所施設における支
援等及び在宅及び外出におけるホームヘル
プサービスについて検討を行う

は た ら く グ ル ー プ 年４回
就労移行支援、 就労継続支援、
生活介護、 日中一時支援、
学校、ハローワーク

障害者の就労に関することや日中の居場所
などについて検討を行う

共 生 の ま ち 部 会
運 営 会 議

毎月
共生のまち部会長・副会長、
地域生活支援拠点等コーディネーター

共生のまち部会での議題について事前に検
討を行う

こ ど も グ ル ー プ 奇数月

児童発達支援、放課後等デイサービス、日中一時支援、
特別支援学校、
療育センター、
こども支援団体

障害児やその家族に対する支援について検
討を行う

開催時期 構成事業所等 内容

共 生 の ま ち 部 会 毎月
共生のまち部会長・副会長、
各グループのリーダー・サブリーダー、
地域生活支援拠点等コーディネーター

自立支援協議会内の各組織のリーダー、サ
ブリーダーで構成し、地域の課題について
検討を行う
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令和８年度　自立支援協議会の体系と各組織の役割

安城市自立支援協議会

共生のまち部会 共生のまち部会運営会議

ここにテキストを入力
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（参考）

リーダー
本多果
(Root)

牧
（ぬくもり

の郷）

西垣
(わか葉)

近藤
若林（ふ
れあい）

阿部（チャ
コール）

飯野
(ぬくもり)

本多
（Root)

岡田
（カサマ

イ）

高橋
(COCOま

る)

小川
(angel-A)

小川
(angel-A)

(小川) -

サブ
三條

(ぱすて
る)

鈴木　　
（バンデ）

岡田
（ぬくもり

の家）
多田

鈴木
(ひむか)

永谷
（Garden）

髙橋尚
(こすもす畑)

岡田　　
（カサマ

イ）

木落
(夢ら咲)

加藤
(JINKIDS)

太田
(安あん)

太田
(安あん)

(太田) -

サブ
加藤

(サポート
バディ)

石川　　
（ニチイ）

笹原
（バストマ

トズ）
本田

中嶋
(かなめ)

戸田（ぬ
くもり）

柿本
（たいよ

う）

牧原
(ｱｽﾊﾟﾗﾄｰｽﾞ)

牧原
(ｱｽﾊﾟﾗﾄｰｽﾞ)

(牧原) -

サブ
生駒

（ビー・ス
タイル）

佐藤
百瀬

（陽な
た）

- - - -

ふれあい
吉田
囊原

吉田
小山

平田
小山

鈴木
囊原

若林
鈴木

平田 係長 係長
平田
囊原

吉田
城内
小田

係長
若林

係長
若林

所長
係長

城内
小田

市 宇野木 伊藤 中島 植村 伊藤 狭間
平木
小泉

障害給付
係長

中島 平木
両係長、狭

間
課長、両係
長、狭間

部長、次
長、課長、
両係長、狭

間

平木

隔月
第３水

隔月
第２火

年４回
毎月

第２木
毎月

第３火
第4金（年

6回）
奇数月
第２火

第４水
（年３回）

第２金
(年４回)

隔月　　　
第２木

毎月
第３木

毎月
第４木

第４木
９月
２月

10:30～
10:00～
12:00

13:30～
15:00

15:00～
16:30

13:30～
13:30～
15:00

10:30～
12:00

13:30～
15:00

15:00～
16:30

13:30～
15:00

10:00～
11:30

13:30～
15:00

13:30～
15:00

13：30～

社会福祉会館 社会福祉会館 社会福祉会館 社会福祉会館 社会福祉会館 ティンク ティンク 社会福祉会館 社会福祉会館 社会福祉会館 ティンク 社会福祉会館 市役所 社会福祉会館

R8 4/14 4/9 4/21 4/24 ※4/23 - -

5/20 5/13 5/14 5/19 5/19
5/8 

事前打ち
合わせ

5/14 ※5/14 ※5/21 -

6/9 6/11 6/16 6/26 6/24
6/12

本会議
※6/11 ※6/18 ※7/2

7/15 7/9 ※7/22 7/14
※当事者交流
会打合せ毎月

開始予定
7/9 7/16 7/23 -

8/18 8/5 8/13 8/18 8/28
8/7

事前打ち
合わせ

8/20 8/27 -

9/16 9/10 9/15 9/8
9/11

本会議
9/10 ※9/10 ※9/17 - 9/1

10/20 10/8 10/20 10/23 10/28 ※10/8 ※10/15 ※10/29

11/18 11/11 11/12 11/17 11/10
11/13

事前打ち
合わせ

11/12 11/19 11/26 -

12/8 12/10 12/15 12/25
12/11
本会議

12/17 12/24 -

R9 1/20 1/14 1/19 1/12 1/14 1/21 1/28 -

2/9 2/10 ※2/4 2/16 2/26 2/24
2/12

事前打ち
合わせ

2/18 2/25 - 2/24

3/17 ※3/4 3/16 3/9
3/12

本会議
※3/4 ※3/4 ※3/11 ※3/18

※　変則開催日

９ 月

・平成２６年度から、各グループの担当職員は、障害福祉課とふれあいサービスセンターから、原則各
１人とします。

１０月

１１月

１２月

１ 月

２ 月

３ 月

７ 月

いけあ
共生の

まち部会
(運営会議)

６ 月

８ 月

医ケア児
者連携会

議

事

業

所

担

当

４ 月

５ 月

場　　所
（予定）

開催時期
（予定）

原則時間

共生の
まち部会

本会議

令和８年度安城市自立支援協議会　共生のまち部会・各グループ　スケジュール一覧表

こども くらし はたらく
とうじ
しゃ

そうだん
きかく・
けいはつ

けんり
ようご

きょてん こころ
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第５次安城市障害者計画における進捗状況について（令和7年度担当課評価）

第５次安城市障害者計画（計画期間Ｒ３～Ｒ８）　令和７年度分進捗結果
「基本理念　わかりあい みとめあい ささえあう ～みんな しあわせ 安城市～」

評価 ○ ：達成

△ ：実施中であるが達成できず

× ：着手できず

－ ：令和７年度実績なし

〇 △ × －

１－１ 安全・安心な住環境の整備 3 3 0 0 0

１－２ 人にやさしいまちづくりの推進 3 3 0 0 0

１－３ 地域福祉活動の推進 5 5 0 0 0

１－４ 防災・防犯等の推進 9 8 1 0 0

△：（施策No.14）
6月1日を基準日として新規対象者及び未同意
者への同意勧奨を実施した。また12月1日を基
準日として新規対象者への同意勧奨を実施し
た。引き続き制度の普及啓発を進め、同意率
の向上に努めた。

２－１ 生活支援サービスの充実 5 5 0 0 0

２－２ 経済的支援 3 3 0 0 0

２－３ 文化芸術・スポーツの振興 4 4 0 0 0

３－１ 相談支援体制の充実 2 2 0 0 0

３－２ 情報提供の充実 3 3 0 0 0

３－３ 意思疎通支援の充実 4 3 1 0 0
△：（施策No.43）
聴覚に障害のある人等からの依頼に応じて、
手話通訳者・要約筆記者の派遣を行った。

３－４ 権利擁護の推進 2 2 0 0 0

４－１ 子ども発達支援の充実 5 5 0 0 0

４－２ 子育て支援の充実 4 4 0 0 0

４－３ インクルーシブ教育の推進 7 7 0 0 0

５－１ 障害の原因となる疾病の予防 4 4 0 0 0

５－２ 医療サービスの推進 2 2 0 0 0

６－１ 雇用・就労の促進 5 3 1 0 1

△：（施策No.75-2）
・安城市の雇用にはつながらなかった。
・雇用セミナーには連携自治体あわせて36人
参加し、そのうち安城市民が3人。テレワーク
の障害のある人の需要は依然として高いた
め、引き続き雇用セミナーを実施し、雇用の
促進に努める。

－：（施策No.76）職場環境整備支援事業補助
金（ＷＥＢ、テレワーク対応）は制度廃止に
より未実施。

６－２ 就労支援・相談体制の充実 1 1 0 0 0

６－３ 福祉的就労の支援 1 1 0 0 0

７－１ 啓発・広報活動の推進 2 2 0 0 0

７－２ 障害に関する理解の促進 3 3 0 0 0

施策数 77 73 3 0 1

割合（％） 100.0 94.8 3.9 0.0 1.3

※施策数は、障害福祉計画・障害児福祉計画参照としているものを除く。

備考（令和7年度の成果・取組状況）分野
体系
番号

体系名 施策数
評価

７．啓発・広報

１．生活環境

２．生活支援

３．相談・情報提供

４．療育・教育・子育て

５．保健・医療

６．雇用・就労
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や

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
考

え
に

基
づ

い
た

整
備

を
推

進
し

ま
す

。

1
4
校

（
1
校

）

教
育

委
員

会
総

務
課

そ
の

他
施

設
管

理
部

署

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

を
設

置
し

た
学

校
数

（
累

積
）

※
(
)
内

は
当

該
年

度
設

置
校

数

2
4
校

（
1
校

）
2
4
校

（
1
校

）
明

祥
中

学
校

に
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
を

設
置

し
た

。
〇

〇
教

育
委

員
会

総
務

課

6
多

目
的

ト
イ

レ
の

設
置

及
び

多
機

能
化

の
推

進

公
共

施
設

へ
の

多
目

的
ト

イ
レ

（
注

１
）

の
設

置
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

施
設

の
利

用
形

態
等

を
考

慮
し

オ
ス

ト
メ

イ
ト

対
応

な
ど

多
機

能
化

に
努

め
ま

す
。

（
注

１
）

令
和

３
年

２
月

現
在

、
国

土
交

通
省

で
は

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ト
イ

レ
等

名
称

変
更

が
検

討
さ

れ
て

い
ま

す
。

実
施

障
害

福
祉

課
そ

の
他

施
設

管
理

部
署

多
目

的
ト

イ
レ

の
設

置
実

施
実

施
小
学

校
や

公
園

等
の

改
修

時
に

、
多

目
的

ト
イ

レ
を

設
置

し
た

。
〇

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

１
－

１
安

全
・

安
心

な
住

環
境

の
整

備

１
－

２

人
に

や
さ

し
い

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

4



見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

障
害

者
が

参
加

で
き

る
・

参
加

し
や

す
い

事
業

の
検

討
・

実
施

実
施

実
施

社
会

福
祉

協
議

会
に

社
会

参
加

支
援

事
業

を
委

託
し

、
講

座
を

実
施

し
た

。

【
R
7
実

績
】

1
2
事

業

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

障
害

者
が

参
加

で
き

る
・

参
加

し
や

す
い

町
内

会
活

動
が

行
わ

れ
る

よ
う

働
き

か
け

の
実

施

実
施

実
施

令
和

7
年

度
の

町
内

会
長

ノ
ー

ト
に

、
障

害
者

へ
の

合
理

的
配

慮
の

啓
発

チ
ラ

シ
を

掲
載

し
た

。
〇

市
民

協
働

課

障
害

者
が

参
加

で
き

る
・

参
加

し
や

す
い

公
民

館
ま

つ
り

の
検

討
・

実
施

実
施

実
施

作
品

展
示

を
主

と
し

た
が

、
障

害
者

就
労

施
設

等
の

物
品

販
売

を
行

っ
た

。
〇

生
涯

学
習

課

障
害

者
が

参
加

で
き

る
・

参
加

し
や

す
い

福
祉

セ
ン

タ
ー

ま
つ

り
の

検
討

・
実

施

実
施

実
施

福
祉

セ
ン

タ
ー

ま
つ

り
は

、
障

が
い

の
あ

る
人

や
高

齢
者

が
来

場
し

や
す

い
よ

う
、

通
路

を
広

く
と

る
等

の
工

夫
を

し
た

。
障

害
者

の
当

事
者

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
発

表
の

場
を

開
催

す
る

セ
ン

タ
ー

も
あ

っ
た

。
ま

た
、

障
害

者
就

労
施

設
等

で
作

ら
れ

た
物

品
販

売
を

行
っ

た
。

〇
社

会
福

祉
協

議
会

9
各

種
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
養

成
講

座
の

充
実

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
水

準
に

合
わ

せ
、

入
門

か
ら

専
門

ま
で

段
階

的
な

講
座

や
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
の

開
催

に
努

め
ま

す
。

７
講

座
０

講
座

社
会

福
祉

協
議

会

社
会

福
祉

協
議

会
主

催
講

座 団
体

自
主

講
座

9
講

座
3
講

座
1
2
講

座
2
講

座

傾
聴

や
文

字
支

援
、

福
祉

・
防

災
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

、
I
T
推

進
Ｃ

ａ
ｎ

ｖ
ａ

講
座

、
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
講

座
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

講
座

を
開

催
し

た
。

　
ま

た
、

こ
れ

か
ら

活
動

を
始

め
た

い
と

思
う

人
に

向
け

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
入

門
講

座
、

す
で

に
活

動
し

て
い

る
団

体
及

び
個

人
活

動
者

と
の

交
流

会
、

市
民

活
動

団
体

代
表

に
よ

る
講

演
会

を
開

催
し

、
年

間
を

通
し

て
活

動
者

の
増

進
に

努
め

た
。

継
続

的
に

講
座

を
開

催
す

る
こ

と
で

、
活

動
者

の
獲

得
に

つ
な

が
っ

た
。

〇
〇

社
会

福
祉

協
議
会

8

１
－

３
地

域
福

祉
活

動
の

推
進

地
域

に
お

け
る

交
流

機
会

の
創

出
実

施

障
害

福
祉

課
市

民
協

働
課

生
涯

学
習

課
社

会
福

祉
協

議
会

〇

地
域

の
住

民
が

「
支

え
手

」
と

「
受

け
手

」
に

分
か

れ
る

の
で

は
な

く
、

地
域

、
暮

ら
し

、
生

き
が

い
を

と
も

に
創

り
、

高
め

合
う

こ
と

が
で

き
る

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

、
公

民
館

ま
つ

り
や

福
祉

セ
ン

タ
ー

ま
つ

り
、

地
域

行
事

を
通

じ
障

害
の

あ
る

人
と

地
域

住
民

と
の

交
流

を
図

る
ふ

れ
あ

い
活

動
を

推
進

し
、

ま
た

地
域

活
動

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

5



見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
事

業
者

へ
の

防
災

計
画

の
作

成
や

訓
練

実
施

の
働

き
か

け

実
施

実
施

危
機

管
理

課
と

共
に

社
会

福
祉

施
設

の
避

難
計

画
書

の
助

言
を

行
う

た
め

、
確

認
を

実
施

し
た

。
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

自
立

支
援

協
議

会
に

お
け

る
啓

発
実

施
実

施

共
生

の
ま

ち
部

会
に

所
属

す
る

市
内

福
祉

事
業

所
が

共
有

で
閲

覧
・

編
集

で
き

る
フ

ォ
ー

ム
を

用
い

て
、

災
害

発
生

を
想

定
し

た
訓

練
（

災
害

時
情

報
伝

達
訓

練
）

を
行

っ
た

。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

給
付

係

地
域

防
災

訓
練

の
支

援
実

施
実

施
水

防
訓

練
・

大
雨

行
動

訓
練

を
実

施
し

、
要

配
慮

者
に

参
加

し
て

も
ら

っ
た

。
〇

危
機

管
理

課

要
配

慮
者

に
対

す
る

避
難

所
等

の
周

知
・

広
報

実
施

実
施

要
配

慮
者

に
避

難
所

等
の

情
報

を
知

っ
て

い
た

だ
く

た
め

、
要

配
慮

者
及

び
そ

の
支

援
者

の
方

々
へ

サ
ロ

ン
等

で
周

知
し

た
。

〇
社

会
福

祉
課

要
配

慮
者

に
対

す
る

避
難

所
等

の
周

知
・

広
報

実
施

実
施

安
城

市
総

合
防

災
訓

練
の

福
祉

避
難

所
班

と
し

て
、

明
祥

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
て

福
祉

避
難

所
開

設
・

運
営

訓
練

に
協

力
し

た
。

〇
社

会
福

祉
協

議
会

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
F
A
X
訓

練
の

実
施

実
施

実
施

防
災

の
日

（
9
/
1
）

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

F
A
X
訓

練
を

実
施

し
、

一
部

返
信

が
な

い
人

に
対

し
て

個
別

に
連

絡
し

、
緊

急
時

に
使

用
で

き
る

よ
う

に
体

制
を

整
え

た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

災
害

時
の

情
報

伝
達

体
制

の
整

備
実

施
実

施

安
城

防
災

ナ
ビ

、
L
ア

ラ
ー

ト
、

緊
急

速
報

メ
ー

ル
、

防
災

ラ
ジ

オ
、

市
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
な

ど
の

多
様

な
手

段
を

用
い

て
、

災
害

情
報

を
伝

達
で

き
る

体
制

に
し

て
い

る
。

〇
危

機
管

理
課

1
4

避
難

行
動

要
支

援
者

支
援

制
度

の
啓

発

災
害

時
に

自
力

で
避

難
す

る
こ

と
が

困
難

な
要

支
援

者
が

、
的

確
な

支
援

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

避
難

行
動

要
支

援
者

支
援

制
度

の
啓

発
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

日
ご

ろ
の

見
守

り
活

動
に

も
活

用
で

き
る

よ
う

地
域

の
支

援
者

と
の

情
報

共
有

を
図

り
ま

す
。

8
0
.
7
1
%

社
会

福
祉

課

名
簿

情
報

提
供

の
同

意
率

(
名
簿

情
報

提
供

の
同

意
者

数
/
避

難
行

動
要

支
援

者
数

)

8
3
.
0
％

7
0
.
6
％

6
月

1
日

を
基

準
日

と
し

て
新

規
対

象
者

及
び

未
同

意
者

へ
の

同
意

勧
奨

を
実

施
し

た
。

ま
た

1
2
月

1
日

を
基

準
日

と
し

て
新

規
対

象
者

へ
の

同
意

勧
奨

を
実

施
し

た
。

引
き

続
き

制
度

の
普

及
啓

発
を

進
め

、
同

意
率

の
向

上
に

努
め

る
。

△
△

社
会

福
祉

課

特
定

福
祉

避
難

所
と

の
無

線
通

信
訓

練
の

実
施

8
施

設
8
施

設
防

災
無

線
で

障
害

福
祉

課
か

ら
特

定
福

祉
避

難
所

と
な

る
各

施
設

に
無

線
通

信
に

よ
る

応
答

訓
練

を
行

っ
た

。
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

医
療

的
ケ

ア
な

ど
避

難
に

個
別

の
課

題
の

あ
る

障
害

者
支

援
の

検
討

・
実

施
実

施
実

施
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

人
か

ら
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
を

選
び

、
個

別
避

難
計

画
の

作
成

を
行

っ
た

。
〇

障
害

福
祉

課
障
害

給
付

係

災
害

時
の

避
難

所
・

避
難

生
活

等
の

確
保

実
施

実
施

災
害

時
に

特
定

福
祉

避
難

所
を

確
保

で
き

る
よ

う
、

協
定

を
締

結
し

て
い

る
事

業
者

・
団

体
に

対
し

、
連

絡
先

等
の

確
認

を
行

っ
た

。
〇

危
機

管
理

課

1
2

１
－

４
防

災
・

防
犯

等
の

推
進

防
災

の
啓

発

防
災

・
災

害
時

の
避

難
に

関
す

る
情

報
発

信
や

地
域

の
防

災
活

動
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
障

害
の

あ
る

人
の

防
災

訓
練

へ
の

参
加

を
促

進
し

ま
す

。

実
施

障
害

福
祉

課
危

機
管

理
課

社
会

福
祉

課
社

会
福

祉
協

議
会

〇 〇

1
5

特
定

福
祉

避
難

所
の

整
備

障
害

の
あ

る
人

が
特

定
福

祉
避

難
所

に
お

い
て

必
要

な
配

慮
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
「

特
定

福
祉

避
難

所
の

開
設

及
び

運
営

等
に

関
す

る
協

定
」

及
び

「
災

害
時

に
お

け
る

人
的

支
援

及
び

福
祉

車
両

提
供

支
援

に
関

す
る

協
定

」
に

基
づ

き
、

民
間

の
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

事
業

者
と

継
続

的
な

協
議

を
行

い
ま

す
。

0
施

設
障

害
福

祉
課

危
機

管
理

課
〇

1
3

緊
急

時
の

情
報

伝
達

緊
急

時
に

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
F
A
X
、

安
全

安
心

情
報

メ
ー

ル
、

防
災

ラ
ジ

オ
等

多
様

な
媒

体
等

に
よ

る
情

報
発

信
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

聴
覚

や
言

語
に

障
害

の
あ

る
人

が
事

故
や

急
病

等
を

音
声

に
よ

ら
ず

に
緊

急
通

報
で

き
る

1
1
0
番

ア
プ

リ
シ

ス
テ

ム
や

N
E
T
1
1
9
等

の
周

知
を

図
り

ま
す

。

実
施

障
害

福
祉

課
危

機
管

理
課

6



見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

自
立

支
援

協
議

会
本

会
議

共
生

の
ま

ち
部

会
年

3
回

年
1
1
回

年
3
回

年
1
1
回

地
域

の
関

係
機

関
の

連
携

を
行

っ
て

い
る

自
立

支
援

協
議

会
を

年
3
回

開
催

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

事
業

者
間

の
連

携
等

を
行

っ
て

い
る

共
生

の
ま

ち
部

会
を

年
1
1
回

開
催

し
た

。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

給
付

係

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

開
催

の
研

修
回

数
6
回

1
0
回

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
勉
強
会

①
7
/
3
「
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
事
例
検
討
会

①
」

②
7
/
9
「
障
害
者
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
～
新
城
福
祉

会
の
実
践
よ
り
～
」

③
9
/
3
0
「
い
つ
か
地
域
で
働
く
～
そ
の
た
め
に
必
要
な
バ
ト
ン
の

つ
な
ぎ
方
～
」

④
1
0
/
2
9
「
触
法
障
害
者
の
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
会
～
地
域
生

活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
践
か
ら
～
」

⑤
1
/
８
「
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
事
例
検
討
会

②
」

⑥
2
/
6
「
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
」

市
民
向
け
研
修
会

①
1
1
/
1
4
西
尾
市
立
看
護
専
門
学
校
特
別
講
座

②
1
2
/
2
「
S
N
S
と
の
付
き
合
い
方
～
発
達
が
気
に
な
る
わ
が
子
に

ス
マ
ホ
を
持
た
せ
る
前
に
～
」

③
1
/
1
4
安
城
市
医
師
会
安
城
碧
海
看
護
専
門
学
校
特
別
講
座

④
3
/
1
7
更
生
看
護
専
門
学
校
特
別
講
座

〇
社

会
福

祉
協

議
会

2
2

適
正

な
制

度
運

用
と

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
確

保

サ
ー

ビ
ス

の
透

明
性

の
向

上
を

図
る

た
め

、
公

正
・

中
立

な
第

三
者

機
関

に
よ

る
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

事
業

者
の

評
価

を
促

進
し

ま
す

。
 
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

苦
情

解
決

制
度

や
相

談
窓

口
を

周
知

し
ま

す
。

2
法

人
障

害
福

祉
課

第
三

者
評

価
実

施
社

会
福

祉
法

人
数

3
法

人
2
法

人

社
会

福
祉

法
人

運
営

監
査

で
対

象
法

人
に

第
三

者
評

価
を

実
施

す
る

よ
う

助
言

を
行

っ
た

が
、

令
和

7
年

度
は

新
た

に
取

り
入

れ
た

法
人

は
な

し
。

【
第

三
者

評
価

実
施

時
期

（
参

考
過

去
3
年

）
】

・
R
4
年

度
・

・
・

2
法

人
・

R
5
年

度
・

・
・

2
法

人
・

R
6
年

度
・

・
・

2
法

人

〇
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

2
5

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

の
利

用

介
護

保
険

事
業

者
が

指
定

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

で
き

る
よ

う
に

、
基

準
該

当
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
・

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

研
究

し
ま

す
。

―

障
害

福
祉

課
高

齢
福

祉
課

社
会

福
祉

協
議

会

研
究

の
実

施
実

施
実

施
令
和

8
年

4
月

1
日

施
行

で
基

準
該

当
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
実

施
要

綱
を

制
定

し
、

実
施

に
向

け
て

仕
組

み
を

整
え

た
。

〇
〇

障
害

福
祉

課
障
害

給
付

係

６
回

障
害

福
祉

課
社

会
福

祉
協

議
会

〇

専
門

性
を

高
め

る
た

め
の

研
修

の
実

施
、

多
職

種
連

携
の

強
化

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
が

協
力

し
て

障
害

福
祉

の
現

場
が

働
き

が
い

の
あ

る
魅

力
的

な
職

場
で

あ
る

こ
と

の
積

極
的

な
周

知
に

取
り

組
み

ま
す

。

2
1

２
－

１
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
事

業
者

間
の

連
携

7



見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

2
8

各
種

手
当

の
支

給

市
単

独
の

障
害

者
扶

助
料

を
は

じ
め

、
国

や
県

の
制

度
の

特
別

障
害

者
手

当
、

在
宅

重
度

障
害

者
手

当
等

の
各

種
福

祉
手

当
を

支
給

し
ま

す
。

ま
た

、
手

続
き

に
つ

い
て

の
確

実
な

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

実
施

障
害

福
祉

課
各

種
手

当
の

支
給

実
施

実
施

障
害

者
扶

助
料

、
特

別
障

害
者

手
当

等
手

当
の

支
給

を
行

っ
た

。
ま

た
、

制
度

に
つ

い
て

手
帳

交
付

時
に

案
内

す
る

と
と

も
に

、
広

報
あ

ん
じ

ょ
う

に
掲

載
し

、
周

知
を

図
っ

た
。

〇
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

2
9

障
害

の
あ

る
人

へ
の

助
成

、
割

引
制

度

障
害

の
あ

る
人

に
、

プ
ー

ル
や

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
等

、
市

の
施

設
の

利
用

料
、

入
場

料
等

を
減

免
し

ま
す

。

実
施

障
害

福
祉

課
そ

の
他

対
象

部
署

各
種

制
度

の
実

施
実

施
実

施

各
種

公
共

施
設

（
デ

ン
パ

ー
ク

、
歴

史
博

物
館

、
丈

山
苑

、
堀

内
公

園
、

へ
き

し
ん

ギ
ャ

ラ
ク

シ
ー

プ
ラ

ザ
　

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
、

マ
ー

メ
イ

ド
パ

レ
ス

、
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
、

あ
ん

く
る

バ
ス

）
で

、
障

害
者

手
帳

又
は

障
害

者
手

帳
ア

プ
リ

「
ミ

ラ
イ

ロ
I
D
」

を
提

示
す

る
こ

と
に

よ
り

、
利

用
料

、
入

場
料

の
減

免
を

し
た

。

〇
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

障
害

者
福

祉
タ

ク
シ

ー
料

金
助

成
事

業
交

付
人

数
2
,
4
9
4
人

2
,
7
8
7
人

あ
ん

く
る

バ
ス

の
運

賃
の

助
成

（
無

料
化

）
や

タ
ク

シ
ー

料
金

助
成

、
有

料
道

路
通

行
料

割
引

制
度

の
事

務
を

行
っ

た
。

ま
た

、
令

和
6
年

度
分

助
成

券
の

交
付

を
行

っ
た

方
に

、
令

和
7
年

度
分

の
障

害
者

福
祉

タ
ク

シ
ー

料
金

助
成

券
の

郵
送

対
応

を
し

た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

車
い

す
、

車
い

す
移

送
車

貸
出

事
業

実
施

実
施

車
い

す
及

び
車

い
す

移
送

車
と

も
に

貸
出

件
数

は
概

ね
前

年
度

と
同

様
の

推
移

し
て

い
る

（
車

い
す

：
7
2
2
件

、
車

い
す

移
送

車
：

9
5
3
件

）
。

利
用

者
に

と
っ

て
利

用
し

や
す

い
よ

う
定

期
点

検
の

実
施

や
必

要
に

応
じ

た
修

繕
等

を
適

切
に

行
っ

た
。

〇
社

会
福

祉
協

議
会

２
－

２
経

済
的

支
援

3
0

障
害

の
あ

る
人

の
移

動
の

た
め

の
助

成
、

支
援

あ
ん

く
る

バ
ス

の
運

賃
の

助
成

（
無

料
化

）
や

通
院

等
で

タ
ク

シ
ー

を
利

用
す

る
際

の
料

金
助

成
、

有
料

道
路

通
行

料
割

引
制

度
の

事
務

、
車

い
す

や
車

い
す

移
送

車
の

貸
し

出
し

を
行

い
ま

す
。

1
,
3
0
7
人

障
害

福
祉

課
社

会
福

祉
協

議
会

〇

8



見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

障
害

者
福

祉
体

育
祭

の
参

加
者

数
1
4
0
人

1
2
5
人

障
害

者
福

祉
体

育
祭

の
代

わ
り

に
デ

ン
パ

ー
ク

で
の

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
を

実
施

し
た

ほ
か

、
あ

ん
ぷ

く
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
お

い
て

ボ
ッ

チ
ャ

、
ゴ

ー
ル

ボ
ー

ル
の

体
験

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

、
多

く
の

人
に

参
加

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

全
国

大
会

等
激

励
金

制
度

実
施

実
施

国
際

大
会

等
（

デ
フ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
等

）
に

出
場

す
る

障
害

の
あ

る
人

か
ら

の
激

励
金

申
請

を
6
件

受
付

し
、

制
度

を
通

じ
て

活
動

を
支

援
し

た
。

〇
ス

ポ
ー

ツ
課

各
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
の

参
加

募
集

情
報

の
提

供
実

施
実

施
全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
愛

知
県

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
等

の
出

場
選

手
募

集
情

報
の

提
供

を
行

っ
た

。
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

障
害

の
あ

る
人

も
な

い
人

も
参

加
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

実
施

実
施

株
式

会
社

ア
イ

シ
ン

と
共

催
し

、
障

害
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

ど
な

た
で

も
参

加
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

ボ
ッ

チ
ャ

競
技

用
具

の
貸

し
出

し
を

行
い

、
市

民
が

気
軽

に
親

し
め

る
機

会
を

提
供

し
た

。

〇
ス

ポ
ー

ツ
課

障
害

者
が

参
加

で
き

る
・

参
加

し
や

す
い

講
座

、
作

品
展

等
の

検
討

・
実

施
1
1
講

座
1
2
講

座
安

城
市

社
会

福
祉

協
議

会
に

委
託

を
行

い
1
2
講

座
を

実
施

し
た

。
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

障
害

者
が

参
加

で
き

る
・

参
加

し
や

す
い

講
座

、
作

品
展

等
の

検
討

・
実

施
実

施
実

施
障

害
の

あ
る

人
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

、
家

庭
教

育
講

演
会

で
手

話
通

訳
者

及
び

要
約

筆
記

者
を

配
置

し
た

。
〇

生
涯

学
習

課

障
害

者
が

参
加

で
き

る
・

参
加

し
や

す
い

講
座

、
作

品
展

等
の

検
討

・
実

施
実

施
実

施

小
中

学
生

(
特

別
支

援
学

級
含

む
）

あ
て

に
作

品
募

集
を

し
、

選
定

の
う

え
1
0
月

の
企

画
展

で
展

示
を

し
ま

し
た

。
全

体
で

9
1
4
点

の
応

募
が

あ
り

、
9
1
点

の
作

品
を

展
示

し
ま

し
た

、

〇
文

化
振

興
課

社
会

福
祉

協
議

会
の

実
施

す
る

障
害

の
あ

る
方

向
け

の
講

座
数

1
8
講

座
1
9
講

座

障
害

の
あ

る
人

向
け

の
講

座
等

を
1
9
講

座
を

開
催

し
た

。
通

年
で

行
っ

て
い

た
講

座
を

前
期

・
後

期
に

分
け

、
参

加
す

る
機

会
を

増
や

し
た

。
ま

た
単

発
で

季
節

の
工

作
講

座
を

開
催

し
た

。

〇
社

会
福

祉
協

議
会

3
4

安
城

市
版

読
書

バ
リ

ア
フ

リ
ー

計
画

の
策

定

視
覚

障
害

者
等

の
読

書
環

境
の

整
備

の
推

進
の

た
め

、
安

城
市

版
読

書
バ

リ
ア

フ
リ

ー
計

画
を

策
定

し
ま

す
。

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
視

覚
障

害
者

等
の

読
書

環
境

の
整

備
を

総
合

的
か

つ
計

画
的

に
推

進
し

ま
す

。

未
策

定
ア

ン
フ

ォ
ー

レ
課

安
城

市
版

読
書

バ
リ

ア
フ

リ
ー

計
画

の
策

定
策

定
策

定

令
和

7
年

度
か

ら
始

ま
っ

た
安

城
市

図
書

館
運

営
基

本
計

画
改

訂
版

（
安

城
市

版
読

書
バ

リ
ア

フ
リ

ー
計

画
の

性
格

を
併

せ
持

つ
）

に
基

づ
き

、
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
対

象
者

の
拡

充
な

ど
サ

ー
ビ

ス
内

容
の

精
査

を
行

っ
た

。

〇
〇

ア
ン

フ
ォ

ー
レ
課

〇

3
3

障
害

の
あ

る
人

の
文

化
芸

術
活

動
等

の
振

興

障
害

の
あ

る
人

が
教

養
、

趣
味

、
文

化
、

芸
術

等
に

触
れ

る
講

座
や

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
ま

た
、

そ
の

制
作

し
た

作
品

を
広

く
市

民
に

公
開

す
る

機
会

を
支

援
し

ま
す

。

1
5
講

座

障
害

福
祉

課
生

涯
学

習
課

文
化

振
興

課
社

会
福

祉
協

議
会

〇

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

、
ア

ジ
ア

競
技

大
会

、
ア

ジ
ア

パ
ラ

大
会

等
を

契
機

に
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

に
対

す
る

理
解

を
よ

り
一

層
深

め
、

障
害

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

参
加

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
に

努
め

ま
す

。

未
実

施

3
1

２
－

３

文
化

芸
術

・
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
振

興

障
害

者
の

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
各

種
大

会
へ

の
参

加
促

進
と

、
障

害
の

あ
る

人
が

楽
し

く
参

加
で

き
る

環
境

整
備

に
努

め
ま

す
。

障
害

福
祉

課
ス
ポ

ー
ツ

課

1
7
0
人

障
害

福
祉

課
ス

ポ
ー

ツ
課

〇

3
2

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

交
流

機
会

の
創

出
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見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

相
談

支
援

の
実

施
実

施
実

施

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

業
務

を
社

会
福

祉
協

議
会

に
委

託
し

、
ま

た
、

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

業
務

を
相

談
支

援
事

業
所

２
者

に
委

託
す

る
こ

と
で

、
障

害
の

あ
る

人
の

年
齢

や
障

害
種

別
を

問
わ

ず
相

談
に

応
じ

た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

給
付

係

相
談

支
援

の
実

施
実

施
実

施
健

康
と

や
す

ら
ぎ

第
１

分
科

会
に

お
い

て
、

多
様

な
相

談
ニ

ー
ズ

に
応

じ
ら

れ
る

よ
う

関
係

各
課

と
包

括
的

な
支

援
体

制
の

検
討

を
行

っ
た

。
〇

社
会

福
祉

課

相
談

支
援

の
実

施
実

施
実

施
高

齢
者

と
障

害
者

が
い

る
世

帯
等

の
相

談
に

お
い

て
、

障
害

福
祉

課
を

は
じ

め
関

係
機

関
と

連
携

を
図

っ
た

。
〇

高
齢

福
祉

課

相
談

支
援

の
実

施
実

施
実

施
障

害
種

別
等

を
問

わ
ず

相
談

を
受

け
、

児
童

相
談

セ
ン

タ
ー

や
障

害
福

祉
課

等
の

関
係

機
関

と
連

携
を

図
っ

た
。

〇
こ

ど
も

課

相
談

支
援

の
実

施
実

施
実

施

臨
床

心
理

士
、

言
語

聴
覚

士
等

専
門

職
を

配
置

し
、

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

、
こ

ど
も

の
発

達
に

心
配

の
あ

る
保

護
者

等
に

対
し

相
談

支
援

を
行

っ
た

。

〇
こ

ど
も

発
達

支
援

課

相
談

支
援

の
実

施
実

施
実

施
こ

こ
ろ

や
か

ら
だ

の
健

康
に

不
安

を
持

つ
人

を
対

象
に

、
保

健
師

等
に

よ
る

相
談

を
実

施
し

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
相

談
機

関
等

に
つ

な
げ

た
。

〇
健

康
推

進
課

相
談

支
援

の
実

施
実

施
実

施

適
切

な
学

び
の

場
を

選
択

で
き

る
よ

う
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
ん

ス
テ

ッ
プ

や
児

童
相

談
所

等
の

専
門

的
な

相
談

機
関

と
連

携
し

、
相

談
支

援
を

実
施

し
た

。

〇
学

校
教

育
課

自
立

支
援

協
議

会
を

通
じ

た
情

報
共

有
実

施
実

施

強
度

行
動

障
害

者
支

援
チ

ー
ム

を
結

成
し

、
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
組

織
的

な
支

援
体

制
の

案
を

作
成

し
た

。
ま

た
、

高
次

脳
機

能
障

害
者

の
支

援
者

を
対

象
と

す
る

研
修

に
、

精
神

障
害

者
相

談
員

が
参

加
し

た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

給
付

係

自
立

支
援

協
議

会
を

通
じ

た
情

報
共

有
実

施
実

施
自

立
支

援
協

議
会

と
定

期
的

に
協

議
を

行
う

中
で

、
強

度
行

動
障

害
者

等
に

関
す

る
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

〇
こ

ど
も

発
達

支
援

課

強
度

行
動

障
害

者
等

に
関

す
る

研
修

の
実

施
実

施
実

施

強
度

行
動

障
害

者
支

援
に

関
わ

る
事

業
所

を
訪

問
し

て
勉

強
会

を
開

催
し

た
（

3
回

）
。

相
談

支
援

事
業

所
を

対
象

に
高

次
脳

機
能

障
害

の
勉

強
会

を
開

催
し

た
。

〇
社

会
福

祉
協

議
会

〇

3
8

強
度

行
動

障
害

者
等

へ
の

支
援

強
度

行
動

障
害

（
児

）
者

や
高

次
脳

機
能

障
害

を
有

す
る

障
害

（
児

）
者

に
対

し
て

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

に
お

い
て

適
切

な
支

援
が

で
き

る
よ

う
相

談
支

援
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

実
施

障
害

福
祉

課
障

害
給

付
係

子
ど

も
発

達
支

援
課

社
会

福
祉

協
議

会

〇

3
5

３
－

１
相

談
支

援
体

制
の

充
実

切
れ

目
の

な
い

相
談

支
援

多
様

な
相

談
ニ

ー
ズ

に
応

じ
ら

れ
る

よ
う

専
門

的
な

相
談

機
関

等
と

連
携

し
、

障
害

の
あ

る
人

の
年

齢
、

障
害

種
別

を
問

わ
な

い
相

談
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

実
施

障
害

福
祉

課
社

会
福

祉
課

高
齢

福
祉

課
子

育
て

支
援

課 子
ど

も
発

達
支

援
課

健
康

推
進

課
学

校
教

育
課
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見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

広
報

あ
ん

じ
ょ

う
等

掲
載

実
施

実
施

＜
障
害
福
祉
係
＞

広
報
あ
ん
じ
ょ
う
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
障
害
の
あ
る
人

に
関
わ
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
掲
載
し
た
。

【
広
報
あ
ん
じ
ょ
う
掲
載
記
事
】

・
成
年
後
見
制
度
の
申
立
・
報
酬
費
用
を
助
成

・
訪
問
理
容
料
金
助
成
利
用
助
成
券
の
交
付
に
つ
い
て

・
障
害
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
関
す
る
福
祉
手
当
の
支
給
制
度

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
・
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置

・
障
害
者
世
帯
の
N
H
K
の
受
信
料
が
全
額
又
は
半
額
免
除
に

・
障
害
者
職
業
訓
練
校
　
入
校
生
募
集

・
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
の
交
付

・
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
障
害
者
更
生
相
談
）

・
障
が
い
者
雇
用
セ
ミ
ナ
ー

・
手
話
コ
ラ
ム

＜
障
害
給
付
係
＞

・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
事
業
所
紹
介
シ
ー
ト
を
掲
載
し
た
。

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
者
一
覧
（
1
8
歳
以
上
・
1
8
歳
未

満
）
を
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係
障

害
給

付
係

広
報

あ
ん

じ
ょ

う
等

掲
載

実
施

実
施

ペ
ア

レ
ン

ト
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

教
室

の
開

催
案

内
を

含
め

必
要

な
情

報
を

市
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、

広
報

あ
ん

じ
ょ

う
に

掲
載

し
て

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

〇
こ

ど
も

発
達

支
援

課

社
会

福
祉

協
議

会
機

関
紙

掲
載

実
施

実
施

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
に

つ
い

て
の

記
事

を
掲

載
し

た
。

〇
社

会
福

祉
協

議
会

安
城

市
版

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

の
作

成
作

成
作

成

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

を
作

成
し

、
希

望
す

る
市

民
を

は
じ

め
、

障
害

者
手

帳
交

付
時

に
配

布
す

る
こ

と
で

市
民

へ
の

情
報

提
供

に
務

め
た

。
（

令
和

4
年

1
0

月
か

ら
配

布
を

開
始

）

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
事

業
者

マ
ッ

プ
の

作
製

作
成

作
成

マ
ッ

プ
の

代
わ

り
に

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
事

業
者

一
覧

（
1
8
歳

以
上

・
1
8
歳

未
満

）
を

作
成

し
、

障
害

福
祉

課
窓

口
等

で
配

布
し

た
。

市
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

も
掲

載
し

た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

給
付

係

希
望

者
へ

声
の

広
報

の
送

付
実

施
実

施
ひ

び
き

の
会

に
協

力
を

い
た

だ
き

、
視

覚
障

害
者

に
広

報
あ

ん
じ

ょ
う

の
音

声
Ｃ

Ｄ
等

の
配

布
を

行
っ

た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

声
の

広
報

の
作

成
作

成
作

成
声

の
広

報
を

作
成

し
市

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
公

開
し

た
。

〇
秘

書
課

希
望

者
へ

書
籍

の
音

訳
の

実
施

実
施

実
施

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
対

面
朗

読
を

毎
月

2
回

実
施

し
た

。
・

令
和

７
年

度
の

対
面

朗
読

サ
ー

ビ
ス

の
参

加
人

数
：

4
0
人

／
2
3
回

開
催

・
点

字
資

料
に

つ
い

て
　

2
冊

の
受

け
入

れ
（

令
和

7
年

度
末

時
点

）

〇
ア

ン
フ

ォ
ー

レ
課

希
望

者
へ

書
籍

の
点

訳
の

支
援

の
実

施
実

施
実

施
活

動
場

所
の

提
供

、
資

機
材

の
貸

出
し

、
助

成
金

の
案

内
な

ど
の

支
援

を
し

た
。

〇
社

会
福

祉
協

議
会

〇

4
0

安
城

市
版

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

等
の

作
成

・
配

布

障
害

の
あ

る
人

に
関

わ
る

さ
ま

ざ
ま

な
サ

ー
ビ

ス
、

制
度

等
を

ま
と

め
た

安
城

市
版

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

や
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

事
業

者
マ

ッ
プ

を
作

成
し

、
配

布
し

ま
す

。

未
作

成

3
9

３
－

２
情

報
提

供
の

充
実

広
報

あ
ん

じ
ょ

う
等

に
よ

る
情

報
提

供
の

充
実

障
害

の
あ

る
人

に
関

わ
る

様
々

な
サ

ー
ビ

ス
、

制
度

等
に

つ
い

て
、

広
報

あ
ん

じ
ょ

う
や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
へ

掲
載

し
、

情
報

提
供

の
充

実
に

努
め

ま
す

。

障
害

福
祉

課
〇

4
1

声
の

広
報

・
点

訳
事

業
等

の
実

施

広
報

あ
ん

じ
ょ

う
を

音
訳

し
た

声
の

広
報

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

希
望

の
書

籍
を

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

り
点

訳
や

音
訳

す
る

事
業

等
を

支
援

し
ま

す
。

実
施

障
害

福
祉

課
秘

書
課

ア
ン

フ
ォ

ー
レ

課
社

会
福

祉
協

議
会

〇

実
施

障
害

福
祉

課
子

ど
も

発
達

支
援

課
社

会
福

祉
協

議
会
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見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

4
2

手
話

通
訳

者
の

配
置

市
役

所
及

び
社

会
福

祉
会

館
に

手
話

通
訳

者
を

配
置

し
、

聴
覚

に
障

害
の

あ
る

人
等

が
各

種
相

談
や

手
続

き
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。

2
名

障
害

福
祉

課
手

話
通

訳
者

の
配

置
2
名

2
名

市
役

所
障

害
福

祉
課

1
名

、
社

会
福

祉
会

館
1
名

配
置

し
、

聴
覚

に
障

害
の

あ
る

人
等

の
各

種
相

談
、

手
続

き
が

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

た
。

〇
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

4
3

手
話

通
訳

者
・

要
約

筆
記

者
等

の
派

遣

障
害

が
あ

る
た

め
意

思
疎

通
を

図
る

こ
と

に
支

障
が

あ
る

人
に

対
し

、
手

話
通

訳
者

、
要

約
筆

記
者

の
派

遣
等

に
よ

る
意

思
疎

通
支

援
を

行
い

ま
す

。

3
6
4
回

3
6
回

障
害

福
祉

課
手

話
通

訳
者

派
遣

回
数

要
約

筆
記

者
派

遣
回

数
3
8
4
回

3
8
回

3
1
9
回

4
3
回

聴
覚

に
障

害
の

あ
る

人
等

か
ら

の
依

頼
に

応
じ

て
、

手
話

通
訳

者
・

要
約

筆
記

者
の

派
遣

を
行

っ
た

。
△

△
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

4
5

障
害

者
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

活
用

講
座

の
実

施

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
活

用
講

座
を

開
催

す
る

等
、

障
害

の
あ

る
人

の
主

体
的

な
情

報
収

集
を

支
援

し
ま

す
。

１
講

座
（

3
回

）
社

会
福

祉
協

議
会

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
活

用
講

座
数

2
講

座
（

4
回

）
2
講

座
（

4
回

）
障
害

者
向

け
ス

マ
ホ

講
座

を
2
講

座
（

全
4
回

）
開

催
し

た
。

〇
〇

社
会

福
祉

協
議
会

啓
発

活
動

の
実

施
実

施
実

施
広

報
あ

ん
じ

ょ
う

、
市

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
掲

載
し

て
制

度
の

周
知

・
啓

発
を

行
っ

た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

啓
発

活
動

の
実

施
実

施
実

施
虐

待
等

防
止

地
域

協
議

会
を

通
じ

て
、

虐
待

の
未

然
防

止
や

早
期

発
見

の
た

め
、

虐
待

通
報

か
ら

対
応

の
流

れ
な

ど
を

関
係

機
関

と
共

有
を

図
っ

た
。

〇
こ

ど
も

課

研
修

の
実

施
実

施
実

施
虐

待
防

止
研

修
を

事
業

所
向

け
に

開
催

し
た

。
〇

社
会

福
祉

協
議

会

成
年

後
見

制
度

等
の

周
知

・
啓

発
の

実
施

実
施

実
施

広
報

あ
ん

じ
ょ

う
、

市
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

掲
載

し
て

制
度

の
周

知
・

啓
発

を
行

っ
た

。
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

成
年

後
見

制
度

等
の

周
知

・
啓

発
の

実
施

実
施

実
施

問
い

合
わ

せ
や

ケ
ー

ス
会

議
等

の
都

度
、

基
本

的
な

制
度

内
容

を
説

明
す

る
な

ど
、

随
時

、
成

年
後

見
制

度
の

周
知

を
行

っ
た

。
ま

た
、

成
年

後
見

制
度

の
基

本
を

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

し
た

講
演

会
を

開
催

し
た

。
開

催
案

内
を

す
る

に
あ

た
り

、
行

政
（

障
害

福
祉

課
や

高
齢

福
祉

課
）

を
通

じ
た

広
報

や
、

特
別

支
援

学
校

と
チ

ラ
シ

の
配

付
方

法
を

調
整

す
る

な
ど

工
夫

し
て

広
報

し
た

。
ま

た
、

市
民

相
談

会
に

つ
い

て
は

、
市

内
の

公
共

施
設

に
チ

ラ
シ

を
配

置
し

、
広

く
成

年
後

見
制

度
を

必
要

と
す

る
人

が
相

談
に

つ
な

が
り

や
す

い
よ

う
に

啓
発

を
行

っ
た

。

〇
社

会
福

祉
協

議
会

実
施

障
害

福
祉

課
子

育
て

支
援

課 社
会

福
祉

協
議

会

〇

4
7

成
年

後
見

制
度

等
の

周
知

・
啓

発

安
城

市
成

年
後

見
制

度
利

用
促

進
計

画
に

基
づ

き
、

知
的

障
害

、
精

神
障

害
等

の
理

由
に

よ
り

判
断

能
力

が
十

分
で

な
い

人
が

、
そ

の
権

利
を

守
る

た
め

、
成

年
後

見
制

度
を

適
切

に
利

用
で

き
る

よ
う

支
援

し
ま

す
。

実
施

障
害

福
祉

課
社

会
福

祉
協

議
会

〇

３
－

３
意

思
疎

通
支

援
の

充
実

4
6

３
－

４
権

利
擁

護
の

推
進

虐
待

等
の

防
止

障
害

の
あ

る
人

に
対

す
る

虐
待

の
未

然
防

止
や

早
期

発
見

に
向

け
て

、
虐

待
が

疑
わ

れ
た

場
合

の
通

報
義

務
や

そ
の

相
談

窓
口

等
を

市
民

・
障

害
者

支
援

団
体

へ
啓

発
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

虐
待

に
関

す
る

情
報

提
供

が
あ

っ
た

場
合

は
、

障
害

者
虐

待
防

止
セ

ン
タ

ー
（

障
害

福
祉

課
）

を
中

心
に

ケ
ー

ス
検

討
を

行
い

、
早

期
対

応
を

図
る

と
と

も
に

障
害

者
支

援
団

体
等

へ
研

修
を

年
１

回
行

い
ま

す
。
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見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

自
立

支
援

協
議

会
　

こ
ど

も
部

会
の

開
催

実
施

実
施

こ
ど

も
発

達
支

援
課

、
障

害
福

祉
課

、
障

害
児

相
談

支
援

事
業

所
、

障
害

児
通

所
支

援
事

業
所

等
が

参
加

す
る

自
立

支
援

協
議

会
こ

ど
も

グ
ル

ー
プ

の
会

議
を

年
6
回

開
催

し
た

。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

給
付

係

相
談

支
援

の
実

施
実

施
実

施
市

内
の

障
害

児
相

談
支

援
事

業
所

や
サ

ー
ビ

ス
提

供
事

業
所

等
と

連
携

し
、

保
護

者
等

か
ら

の
相

談
の

対
応

や
支

援
を

実
施

し
た

。
〇

こ
ど

も
発

達
支
援

課

4
9

療
育

関
係

機
関

等
の

連
携

強
化

子
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
あ

ん
ス

テ
ッ

プ
、

幼
稚

園
、

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
保

健
セ

ン
タ

ー
、

教
育

セ
ン

タ
ー

、
特

別
支

援
学

校
等

関
係

機
関

の
連

携
強

化
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

 
発

達
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
等

を
開

催
し

、
療

育
関

係
機

関
の

情
報

共
有

を
行

い
ま

す
。

２
回

障
害

福
祉

課
子

育
て

支
援

課 子
ど

も
発

達
支

援
課

保
育

課
健

康
推

進
課

学
校

教
育

課

発
達

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

の
開

催
2
回

2
回

発
達

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

を
年

2
回

開
催

し
、

情
報

共
有

を
行

っ
た

。
〇

〇
こ

ど
も

発
達

支
援

課

5
0

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
充

実

子
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
あ

ん
ス

テ
ッ

プ
を

中
心

に
早

期
療

育
体

制
を

強
化

し
、

発
達

に
心

配
や

遅
れ

、
障

害
の

あ
る

子
ど

も
に

対
し

て
成

長
に

応
じ

た
切

れ
目

な
い

支
援

を
行

い
ま

す
。

保
育

所
等

訪
問

支
援

に
よ

り
地

域
支

援
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

3
件

子
ど

も
発

達
支

援
課

保
育

所
等

訪
問

支
援

事
業

訪
問

施
設

数
3
件

3
件

保
育

所
等

訪
問

支
援

事
業

に
保

護
者

か
ら

３
件

の
申

込
が

あ
り

、
障

害
児

支
援

に
関

す
る

知
識

と
経

験
の

あ
る

保
育

士
な

ど
が

本
人

と
ス

タ
ッ

フ
に

適
切

な
指

導
・

助
言

を
行

っ
た

。

〇
〇

こ
ど

も
発

達
支
援

課

5
4

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

へ
の

受
入

れ
の

推
進

特
別

支
援

教
育

を
受

け
る

小
学

生
で

、
昼

間
保

護
者

が
留

守
に

な
る

児
童

に
つ

い
て

、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
へ

の
受

入
れ

を
推

進
し

ま
す

。

実
施

子
育

て
支

援
課

特
別

支
援

教
育

を
受

け
る

児
童

の
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
利

用
実

施
実

施

特
別

支
援

級
に

通
う

児
童

の
受

入
れ

を
行

い
、

7
0

人
の

児
童

が
入

会
し

た
。

集
団

生
活

が
で

き
る

か
ど

う
か

の
確

認
や

児
童

が
安

全
に

過
ご

せ
る

場
所

に
な

る
の

か
ど

う
か

を
保

護
者

・
学

校
と

情
報

共
有

し
、

対
応

し
て

い
る

。
児

童
支

援
員

が
不

足
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

た
め

多
動

や
他

害
の

あ
る

児
童

は
1
対

1
の

対
応

が
慢

性
的

に
難

し
い

状
況

。

〇
〇

こ
ど

も
課

訪
問

相
談

施
設

数
公

立
1
3
園

私
立

9
園

事
業

団
1
4
園

公
立

1
3
園

私
立

1
8
園

事
業

団
1
4
園

託
児

等
1
箇

所

保
育

関
連

施
設

4
6
か

所
に

訪
問

相
談

を
実

施
し

、
施

設
の

ス
タ

ッ
フ

に
対

し
発

達
に

課
題

を
持

つ
児

と
の

関
わ

り
方

等
必

要
な

助
言

を
行

っ
た

。
〇

こ
ど

も
発

達
支
援

課

訪
問

相
談

の
依

頼
実

施
実

施

こ
ど

も
発

達
支

援
課

と
連

携
を

と
り

、
依

頼
の

あ
っ

た
園

に
延

べ
1
0
2
回

専
門

職
や

指
導

主
事

が
訪

問
し

、
支

援
の

必
要

な
子

ど
も

の
支

援
方

法
を

検
討

し
な

が
ら

、
子

ど
も

の
理

解
を

深
め

、
指

導
を

行
っ

た
。

〇
保

育
課

障
害

福
祉

課
子

ど
も

発
達

支
援

課
〇

４
－

２
子

育
て

支
援

の
充

実

5
6

保
育

者
へ

の
専

門
的

な
指

導
の

実
施

障
害

の
あ

る
園

児
に

対
し

、
専

門
的

な
見

地
か

ら
指

導
に

当
た

る
こ

と
が

で
き

る
保

育
士

を
育

成
す

る
た

め
、

専
門

的
な

知
識

を
も

っ
た

保
育

士
、

臨
床

心
理

士
、

作
業

療
法

士
を

各
園

に
派

遣
し

、
障

害
の

理
解

や
指

導
を

実
施

し
ま

す
。

4
8

４
－

１
子

ど
も

発
達

支
援

の
充

実

子
ど

も
の

発
達

や
療

育
に

関
す

る
相

談
の

充
実

障
害

児
相

談
支

援
事

業
所

等
と

連
携

し
、

障
害

の
あ

る
子

ど
も

や
そ

の
保

護
者

か
ら

の
相

談
に

対
し

、
助

言
や

情
報

提
供

等
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
障

害
児

相
談

支
援

事
業

所
等

の
連

携
強

化
に

努
め

ま
す

。

実
施

公
立

2
7
か

所 私
立

9
か

所

子
ど

も
発

達
支

援
課

保
育

課
〇

13



見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

5
8

教
育

セ
ン

タ
ー

の
相

談
支

援
の

充
実

個
々

の
児

童
・

生
徒

の
特

性
や

発
達

段
階

に
応

じ
て

生
じ

る
不

安
や

悩
み

の
相

談
に

応
じ

る
た

め
、

電
話

相
談

、
来

所
相

談
、

臨
床

心
理

士
に

よ
る

専
門

的
な

教
育

相
談

を
行

い
ま

す
。

子
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
あ

ん
ス

テ
ッ

プ
と

も
連

携
し

て
、

就
学

前
か

ら
小

・
中

学
校

卒
業

へ
と

継
続

し
た

切
れ

目
な

い
相

談
支

援
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

実
施

学
校

教
育

課
教

育
相

談
の

実
施

実
施

実
施

電
話

相
談

、
来

所
相

談
、

臨
床

心
理

士
に

よ
る

専
門

的
な

教
育

相
談

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
あ

ん
ス

テ
ッ

プ
と

連
携

し
、

就
学

前
の

幼
児

の
相

談
支

援
の

充
実

を
図

っ
た

。

〇
〇

学
校

教
育

課

5
9

教
育

関
係

機
関

の
連

携
強

化

市
教

育
委

員
会

、
各

学
校

の
校

内
教

育
支

援
委

員
会

、
特

別
支

援
学

校
、

幼
稚

園
、

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
子

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
ん

ス
テ

ッ
プ

等
が

連
携

し
、

適
切

な
支

援
の

実
施

に
努

め
ま

す
。

3
回

障
害

福
祉

課
子

ど
も

発
達

支
援

課
保

育
課

学
校

教
育

課

安
城

市
教

育
支

援
委

員
会

の
開

催
3
回

3
回

安
城

市
教

育
支

援
委

員
会

を
年

3
回

実
施

し
、

支
援

を
要

す
る

児
童

生
徒

の
学

び
の

場
の

協
議

を
は

じ
め

、
適

切
な

支
援

の
実

施
に

努
め

た
。

〇
〇

学
校

教
育

課

就
学

相
談

の
実

施
実

施
実

施

就
学

前
児

童
と

そ
の

保
護

者
に

対
し

、
就

学
相

談
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

必
要

に
応

じ
、

保
育

施
設

、
小

学
校

と
連

携
し

、
支

援
の

充
実

に
努

め
た

。

〇
こ

ど
も

発
達

支
援

課

取
組

の
実

施
実

施
実

施
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
ん

ス
テ

ッ
プ

へ
積

極
的

に
つ

な
ぎ

、
臨

床
心

理
士

に
よ

る
就

学
相

談
を

実
施

し
た

。
〇

学
校

教
育

課

6
4

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
・

保
育

幼
稚

園
、

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

に
お

い
て

は
、

障
害

の
あ

る
園

児
の

教
育

・
保

育
の

ニ
ー

ズ
を

受
け

止
め

、
障

害
の

あ
る

園
児

と
な

い
園

児
が

、
一

緒
に

生
活

す
る

中
で

共
に

育
ち

あ
う

教
育

・
保

育
を

推
進

し
ま

す
。

実
施

保
育

課
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

・
保

育
実

施
実

施

市
内

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

の
公

立
園

・
事

業
団

園
2
7
園

と
民

間
園

1
9
園

の
合

わ
せ

て
4
6
園

に
て

受
け

入
れ

を
し

た
。

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
保

育
に

つ
い

て
、

市
内

の
保

育
園

・
こ

ど
も

園
・

幼
稚

園
・

認
可

外
施

設
の

職
員

を
対

象
に

学
ぶ

機
会

を
持

っ
た

。

〇
〇

保
育

課

４
－

３

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
の

推
進

6
0

教
育

相
談

の
充

実

本
人

・
保

護
者

の
意

見
を

尊
重

し
、

就
学

前
児

童
（

５
歳

児
）

の
就

学
相

談
を

実
施

し
ま

す
。

実
施

子
ど

も
発

達
支

援
課

学
校

教
育

課
〇

14



見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

１
歳

６
か

月
児

健
康

診
査

、
３

歳
児

健
康

診
査

等
の

支
援

業
務

の
実

施
実

施
実

施

こ
ど

も
の

発
達

や
親

子
の

関
わ

り
方

な
ど

を
保

護
者

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
参

加
す

る
保

護
者

の
支

援
の

た
め

関
係

機
関

と
連

携
し

、
ス

ム
ー

ズ
な

教
室

参
加

や
療

育
へ

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

努
め

た
。

〇
こ

ど
も

発
達

支
援

課

乳
幼

児
健

診
未

受
診

対
策

実
施

実
施

乳
幼

児
健

康
診

査
時

に
成

長
や

発
達

の
遅

れ
、

疾
病

の
有

無
を

確
認

し
た

。
健

診
未

受
診

の
児

の
家

庭
に

対
し

て
は

、
手

紙
、

電
話

、
訪

問
等

で
受

診
勧

奨
を

実
施

し
た

。
受

診
で

き
な

い
場

合
は

、
就

園
先

や
訪

問
に

て
児

の
発

育
・

発
達

状
況

な
ど

を
確

認
し

た
。

〇
健

康
推

進
課

発
達

相
談

の
実

施
実

施
実

施
発

達
に

心
配

の
あ

る
こ

ど
も

を
持

つ
保

護
者

に
対

し
、

専
門

職
が

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
相

談
支

援
を

行
っ

た
。

〇
こ

ど
も

発
達

支
援

課

相
談

・
保

健
指

導
・

訪
問

指
導

の
実

施
実

施
実

施

1
歳

6
か

月
、

3
歳

児
健

康
診

査
に

お
い

て
、

発
達

フ
ォ

ロ
ー

が
必

要
と

判
断

さ
れ

た
幼

児
に

対
し

、
臨

床
心

理
士

に
よ

る
発

達
心

理
相

談
を

実
施

し
た

。
こ

の
ほ

か
、

各
種

相
談

や
訪

問
等

に
よ

り
、

切
れ

目
の

な
い

相
談

、
支

援
を

実
施

し
た

。

〇
健

康
推

進
課

6
8

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く

り
の

推
進

社
会

的
な

ス
ト

レ
ス

要
因

の
増

加
に

対
応

す
る

た
め

、
こ

こ
ろ

の
健

康
に

つ
い

て
知

識
の

普
及

や
相

談
サ

ー
ビ

ス
等

の
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

実
施

健
康

推
進

課
こ

こ
ろ

の
健

康
に

関
す

る
情

報
提

供
実

施
実

施

ま
ち

か
ど

講
座

、
あ

ん
じ

ょ
う

健
康

大
学

で
こ

こ
ろ

の
健

康
を

テ
ー

マ
に

し
た

講
座

を
実

施
し

た
。

市
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
内

に
「

こ
こ

ろ
の

健
康

」
ペ

ー
ジ

を
設

け
、

相
談

窓
口

の
情

報
等

を
掲

載
し

た
。

〇
〇

健
康

推
進

課

自
立

支
援

医
療

（
更

生
医

療
・

育
成

医
療

）
の

実
施

実
施

実
施

自
立

支
援

医
療

（
更

生
医

療
・

育
成

医
療

）
を

実
施

し
た

。
更

生
医

療
2
2
2
件

、
育

成
医

療
1
5
件

〇
障

害
福

祉
課

障
害

給
付

係

自
立

支
援

医
療

（
精

神
通

院
）

の
実

施
実

施
実

施

自
立

支
援

医
療

（
精

神
通

院
）

は
、

2
,
3
3
1
人

に
助

成
し

た
。

さ
ら

に
、

経
済

的
な

負
担

の
軽

減
の

た
め

自
己

負
担

上
限

額
分

に
つ

い
て

も
市

で
単

独
助

成
を

行
っ

た
。

〇
国

保
年

金
課

7
0

医
療

費
の

助
成

障
害

の
あ

る
人

の
医

療
費

軽
減

の
た

め
、

障
害

の
程

度
に

よ
り

、
障

害
者

医
療

と
し

て
医

療
費

の
助

成
を

実
施

し
ま

す
。

実
施

国
保

年
金

課
医

療
費

助
成

の
実

施
実

施
実

施

障
害

者
医

療
費

助
成

制
度

に
よ

り
、

2
,
1
1
3
人

に
助

成
し

た
。

精
神

障
害

者
医

療
費

助
成

制
度

に
よ

り
、

1
,
1
4
4

人
に

入
・

通
院

の
自

己
負

担
分

、
4
6
人

に
入

院
自

己
負

担
分

の
半

額
を

助
成

し
た

。
後

期
高

齢
者

福
祉

医
療

費
助

成
制

度
に

よ
り

、
2
,
4
6
8
人

に
入

・
通

院
の

自
己

負
担

分
、

1
9
人

に
入

院
自

己
負

担
分

の
半

額
を

助
成

し
た

。

〇
〇

国
保

年
金

課

障
害

福
祉

課
国

保
年

金
課

〇

子
ど

も
発

達
支

援
課

健
康

推
進

課
〇

6
6

乳
幼

児
の

相
談

・
訪

問
の

実
施

乳
幼

児
健

康
診

査
に

お
い

て
発

達
に

心
配

の
あ

る
場

合
は

、
相

談
・

訪
問

に
て

指
導

・
支

援
を

行
い

ま
す

。

実
施

6
5

５
－

１

障
害

の
原

因
と

な
る

疾
病

の
予

防

乳
幼

児
健

康
診

査
等

の
実

施
と

健
診

後
の

指
導

の
実

施

４
ヵ

月
児

健
康

診
査

、
１

歳
６

か
月

児
健

康
診

査
、

３
歳

児
健

康
診

査
の

機
会

を
通

じ
、

発
達

の
遅

れ
や

疾
病

等
の

早
期

発
見

、
早

期
療

育
に

繋
げ

ま
す

。
ま

た
、

未
受

診
者

の
把

握
と

受
診

率
向

上
に

努
め

ま
す

。

子
ど

も
発

達
支

援
課

健
康

推
進

課
〇

6
9

５
－

２
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

推
進

自
立

支
援

医
療

の
実

施

心
身

の
障

害
の

状
態

の
軽

減
を

図
り

、
自

立
し

た
日

常
生

活
や

社
会

生
活

を
営

む
た

め
、

必
要

な
医

療
（

更
生

医
療

、
育

成
医

療
、

精
神

通
院

医
療

）
費

の
助

成
を

実
施

し
ま

す
。

実
施

実
施

15



見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

7
1

障
害

者
雇

用
促

進
の

た
め

の
情

報
発

信

障
害

の
あ

る
人

が
適

性
と

能
力

に
応

じ
た

仕
事

に
就

く
こ

と
が

で
き

、
ま

た
、

企
業

側
の

受
入

れ
に

対
す

る
理

解
を

促
す

た
め

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
等

の
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
障

害
者

雇
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

、
啓

発
活

動
に

努
め

ま
す

。

実
施

障
害

福
祉

課
障

害
者

雇
用

に
関

す
る

情
報

発
信

実
施

実
施

Ｄ
＆

Ｉ
株

式
会

社
と

の
連

携
協

定
に

よ
り

、
障

害
者

の
新

し
い

雇
用

の
創

出
に

向
け

、
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
協

議
を

実
施

し
た

。
〇

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

就
労

支
援

相
談

員
の

設
置

実
施

実
施

障
害

福
祉

課
に

就
労

支
援

相
談

員
を

配
置

し
、

就
労

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
た

。
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

テ
レ

ワ
ー

ク
に

よ
り

採
用

さ
れ

た
障

害
者

数
1
人

/
年

0
人

/
年

・
安

城
市

の
雇

用
に

は
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
。

・
雇

用
セ

ミ
ナ

ー
に

は
連

携
自

治
体

あ
わ

せ
て

3
6

人
参

加
し

、
そ

の
う

ち
安

城
市

民
が

3
人

参
加

し
た

。
テ

レ
ワ

ー
ク

の
障

害
の

あ
る

人
の

需
要

は
依

然
と

し
て

高
い

た
め

、
引

き
続

き
雇

用
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

雇
用

の
促

進
に

努
め

る
。

△
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係
障

害
給

付
係

農
福

連
携

の
研

究
実

施
実

施
愛

知
県

よ
り

農
福

連
携

の
推

進
に

係
る

資
料

の
提

供
を

受
け

、
国

の
動

向
、

マ
ッ

チ
ン

グ
、

取
組

事
例

等
に

つ
い

て
研

究
し

た
。

〇
農

務
課

起
業

・
創

業
に

関
す

る
支

援
の

実
施

実
施

実
施

安
城

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
に

お
い

て
、

障
害

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
起

業
・

創
業

支
援

を
実

施
し

た
。

〇
商

工
課

7
6

テ
レ

ワ
ー

ク
導

入
支

援

テ
レ

ワ
ー

ク
に

取
り

組
む

中
小

企
業

に
対

し
て

、
テ

レ
ワ

ー
ク

導
入

費
用

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

未
実

施
商

工
課

助
成

制
度

の
新

設
－

未
実

施
職
場

環
境

整
備

支
援

事
業

補
助

金
（

Ｗ
Ｅ

Ｂ
、

テ
レ

ワ
ー

ク
対

応
）

は
制

度
廃

止
に

よ
り

未
実

施
。

－
－

商
工

課

7
7

市
に

お
け

る
障

害
者

雇
用

の
推

進

障
害

者
雇

用
率

を
達

成
す

る
よ

う
、

計
画

的
な

採
用

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
短

時
間

労
働

等
の

雇
用

形
態

、
職

域
の

拡
大

等
を

検
討

し
、

障
害

の
あ

る
人

が
働

き
や

す
い

職
場

と
な

る
た

め
の

体
制

整
備

や
各

種
取

組
み

を
行

い
ま

す
。

2
.
4
5
%

人
事

課
市

の
障

害
者

雇
用

率
2
.
8
0
%

2
.
8
2
%

障
害

の
あ

る
人

の
た

め
の

就
職

説
明

会
へ

の
出

展
や

障
害

特
性

に
応

じ
た

業
務

の
選

定
を

行
う

と
と

も
に

、
常

勤
ま

た
は

非
常

勤
に

限
ら

ず
幅

広
く

募
集

・
採

用
を

行
っ

た
結

果
、

法
定

雇
用

率
を

達
成

し
た

。

〇
〇

人
事

課

関
係

団
体

と
連

携
、

情
報

共
有

の
実

施
実

施
実

施
広

報
あ

ん
じ

ょ
う

に
お

い
て

、
愛

知
県

障
害

者
職

業
訓

練
校

の
入

校
募

集
の

周
知

啓
発

を
実

施
し

た
。

〇
障

害
福

祉
課

障
害

福
祉

係

関
係

団
体

と
連

携
、

情
報

共
有

の
実

施
実

施
実

施
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

連
携

し
、

地
域

職
業

相
談

室
を

運
営

し
た

。
〇

商
工

課

8
0

６
－

３
福

祉
的

就
労

の
支

援

障
害

の
あ

る
人

が
製

作
し

た
自

主
製

品
の

販
売

・
購

入
拡

大

障
害

者
優

先
調

達
推

進
法

に
基

づ
き
、

障
害

の
あ

る
人

の
製

造
し

た
自

主
製

品
の

購
入

、
役

務
等

の
委

託
を

推
進

し
、

利
用

者
の

工
賃

ア
ッ

プ
を

支
援

し
ま

す
。

自
主

製
品

の
紹

介
用

一
覧

を
自

立
支

援
協

議
会

の
協

力
の

も
と

作
成

し
、

広
報

・
啓

発
活

動
に

努
め

ま
す

。

未
作

成
障

害
福

祉
課

自
主

製
品

の
紹

介
用

一
覧

の
作

成
作

成
作

成
事
業

所
販

売
製

品
一

覧
を

作
成

し
、

市
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

公
開

す
る

ほ
か

、
市

職
員

に
も

広
く

啓
発

を
実

施
し

た
。

〇
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

障
害

福
祉

課
商

工
課

〇

0
人

障
害

福
祉

課
農

務
課

商
工

課
△

7
8

６
－

２

就
労

支
援

・
相

談
体

制
の

充
実

就
労

支
援

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化

６
－

１
雇

用
・

就
労

の
促

進

7
5

多
様

な
就

労
の

支
援

多
様

な
働

き
方

を
選

択
で

き
る

よ
う

テ
レ

ワ
ー

ク
の

普
及

や
農

福
連

携
の

取
組

を
後

押
し

し
ま

す
。

障
害

の
あ

る
人

の
一

般
就

労
を

促
進

す
る

た
め

、
特

別
支

援
学

校
、

障
害

者
職

業
能

力
開

発
校

、
就

労
支

援
事

業
所

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
、

商
工

会
議

所
、

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

、
あ

い
ち

障
害

者
雇

用
総

合
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

、
愛

知
障

害
者

職
業

セ
ン

タ
ー

等
と

連
携

し
て

、
総

合
的

な
支

援
を

行
い

ま
す

。

実
施
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見
込

実
績

第
５

次
安

城
市

障
害

者
計

画
（

主
な

施
策

・
一

部
抜

粋
）

計
画

書
記

載
内

容
計

画
策

定
後

の
進

捗
管

理

施
策
№

体
系
番
号

体
系

名
取

組
名

取
組

内
容

施
策

評
価

回
答

作
成

担
当

課

Ｒ
7

令
和

7
年

度
の

成
果

・
取

組
状

況
令

和
7
年

度
担

当
課

評
価

（
〇

～
-
）

Ｒ
１

実
績

担
当

課
※

計
画

策
定

当
時

の
課

名
と

な
り

ま
す

。

指
標

8
1

７
－

１
啓

発
・

広
報

活
動

の
推

進

障
害

の
あ

る
人

へ
の

理
解

及
び

差
別

解
消

の
周

知
・

啓
発

広
報

あ
ん

じ
ょ

う
や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

ポ
ス

タ
ー

、
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

、
社

会
福

祉
協

議
会

機
関

紙
等

を
通

じ
て

、
障

害
や

障
害

の
あ

る
人

へ
の

理
解

を
促

す
啓

発
・

広
報

活
動

を
行

い
ま

す
。

障
害

者
週

間
の

周
知

や
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
な

ど
障

害
の

あ
る

人
に

関
す

る
マ

ー
ク

等
の

普
及

・
啓

発
を

図
り

ま
す

。
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

を
推

進
す

る
た

め
、

「
障

害
者

差
別

解
消

法
」

の
周

知
を

行
い

ま
す

。

3
8
3
枚

障
害

福
祉

課
社

会
福

祉
協

議
会

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

の
配

付
3
9
0
枚

6
5
1
枚

障
害

福
祉

課
窓

口
、

各
福

祉
セ

ン
タ

ー
窓

口
で

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

の
配

布
を

行
っ

た
。

〇
〇

障
害

福
祉

課
障
害

福
祉

係

交
流

保
育

の
実

施
回

数
1
5
回

１
2
回

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
3
回

中
止

に
な

っ
た

が
、

保
育

園
及

び
こ

ど
も

園
で

計
1
2
回

実
施

し
、

サ
ー

キ
ッ

ト
遊

び
や

体
操

を
通

し
て

関
わ

り
を

深
め

た
。

〇
こ

ど
も

発
達

支
援

課

交
流

保
育

の
実

施
実

施
実

施

障
害

の
あ

る
児

童
（

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

）
と

園
児

の
交

流
に

つ
い

て
8
回

実
施

。
戸

外
遊

び
や

体
操

等
を

通
し

て
関

わ
り

を
深

め
た

。
体

験
交

流
保

育
を

1
6
回

実
施

し
、

市
内

の
保

育
園

や
こ

ど
も

園
へ

の
移

行
や

交
流

保
育

に
つ

な
げ

た
。

〇
保

育
課

福
祉

体
験

教
室

等
の

実
施

実
施

実
施

社
会

福
祉

協
議

会
が

実
施

す
る

福
祉

体
験

教
室

等
を

広
報

し
、

実
際

に
児

童
生

徒
が

参
加

し
た

。
【

令
和

7
年

度
実

績
】

肢
体

車
い

す
講

座
：

2
校

1
3
6
人

聴
覚

手
話

講
座

：
2
校

1
1
3
人

視
覚

点
字

講
座

：
1
校

1
0
3
人

〇
学

校
教

育
課

福
祉

学
習

実
施

校
助

成
の

実
施

実
施

実
施

市
内

小
中

学
校

の
福

祉
学

習
実

施
校

（
1
6
校

）
に

対
し

、
助

成
金

を
支

払
っ

た
。

ま
た

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
等

と
共

同
で

交
流

や
体

験
を

メ
イ

ン
と

し
た

福
祉

学
習

の
機

会
を

提
供

し
た

。
そ

の
他

、
小

学
校

の
総

合
学

習
の

授
業

に
１

年
を

通
し

て
関

わ
り

、
学

校
と

地
域

の
交

流
機

会
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

た
。

〇
社

会
福

祉
協

議
会

市
職

員
へ

の
研

修
の

実
施

実
施

実
施

新
規

採
用

職
員

福
祉

・
防

災
体

験
研

修
に

て
動

画
の

放
映

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布
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、
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掲
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福
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施
実

施
実
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月
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参
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発
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に
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を
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つ

親
へ

の
支

援
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て
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解
と
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深
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た

。

〇
こ
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も

発
達

支
援

課

保
育

士
へ

の
研

修
の

実
施

実
施

実
施
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害

児
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修
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加
配
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育
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修
、

障
害

児
等

療
育
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援
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業

研
修

会
、

サ
ル
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ア

学
園

体
験

研
修

、
や

ま
び

こ
ル
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ム

体
験

研
修

を
実

施
し

た
。

〇
保

育
課

教
職

員
へ

の
研

修
の

実
施

実
施

実
施

教
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員
を
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象

に
「
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達
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害

へ
の

理
解

と
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応
」
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し

た
。

〇
学

校
教
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課
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3

７
－

２
障

害
に

関
す

る
理

解
の

促
進

幼
少

期
か

ら
の
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流

機
会

の
創

出

幼
少

期
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学
童

期
か

ら
福

祉
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
た

め
、

障
害

の
あ

る
人

と
の
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流

や
車

い
す

体
験

等
の

ハ
ン

デ
ィ

キ
ャ

ッ
プ

体
験

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
等
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充
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。
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害

福
祉

課
子
ど

も
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達
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援
課
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育
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学
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教
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課

〇

1
8
回

子
ど

も
発

達
支

援
課

保
育

課
学

校
教

育
課

社
会

福
祉

協
議

会

〇

8
5

市
職

員
、

教
職

員
の

理
解

促
進

市
職

員
、

市
内

小
中

学
校

の
教

職
員
や

保
育

士
を

対
象

に
福

祉
研

修
や

人
権

研
修

等
を

実
施

し
、

障
害

の
特

性
や

障
害

の
あ

る
人

、
子

ど
も

に
つ

い
て

の
理

解
と

知
識

を
深

め
ま

す
。

実
施

実
施

実
施
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令和８年度共生のまち部会及び各グループの課題と取組みについて 

 

●共生のまち部会 グループ 

 

課題１ きょうだい支援について 

取組み 

（予定） 

障害のあるこどものきょうだいが抱えている課題は多種多様であることが

研修により理解できた。安城市内の障害福祉従事者できょうだいに該当す

る人へ向けてアンケート調査を実施し、昨年度のグループワークの結果や

半田市で現在取り組んでいる内容を参考にしつつ、引き続き共生のまち部

会にて行えるきょうだい支援について模索する。 

 

 

課題２ 安城市障害福祉人材育成ビジョンの推進について 

取組み 

（予定） 

安城市障害福祉人材育成ビジョンのスローガンである「何はともあれ本人

中心」の定着を図るための研修やオンライン事業所見学会、事業所を越え

ての連携や交流の機会を図るために親睦会などを企画する。 

 

 

課題３ 障害者福祉計画への意見集約について 

取組み 

（予定） 

次期安城市障害者福祉計画（第６次安城市障害者計画・第８期安城市障

害福祉計画・第４期安城市障害児福祉計画）の策定にあたり、共生のまち

部会の意見集約を行い、安城市障害者福祉計画策定委員会へ提言する。 

 

 

課題４ 事業所情報連携について（災害時情報伝達訓練含む） 

取組み 

（予定） 

事業所間の情報提供を随時行えるシステムとしてグーグルスプレッドシート

を活用することになったが、参加している事業所数が少ないため、適宜周知

を図るなど利用促進を促していく。また、災害時情報伝達訓練を継続して

行い、ブラッシュアップを図る。 
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資料３



 

●こどもグループ 

 

課題１ こどもグループメンバー（事業所間）の連携強化 

取組み 

（予定） 

・児童発達支援、放課後等デイサービス、日中一時支援、医療的ケア児支

援、移行支援等、それぞれの事業種別における地域課題や支援上の課題

について共有・検討する機会を設け、事業所間の相互理解と連携強化を図

る。 

今年度は、2 か月に 1 回（年間 5 回）の会議を開催し、各回で事業種別ご

との現状や課題に焦点を当てながら協議を行う。協議内容を全体で共有

することで、各サービスの役割や機能について理解を深め、支援の質の向

上につなげる。 

また、児童発達支援から放課後等デイサービスへの円滑な移行支援や、児

童発達支援・放課後等デイサービス事業所間における継続的な情報共有

と連携した支援体制の構築を目指し、地域全体で切れ目のない支援が行

えるよう連携強化に努める。 

 

 

課題２ 家族支援の充実 

取組み 

（予定） 

障害のある児童とその家族が、将来を見据えながら安心して地域で生活で

きるよう、ライフステージに応じた継続的な家族支援の充実を図る。 

今年度は、児童期から将来の進路や就労を見据えた支援について理解を

深めるため、就労支援事業所や相談支援専門員等との連携を強化し、各

関係機関の役割や支援内容について情報共有を行う。また、保護者が抱え

る不安や課題について把握し、必要な社会資源や支援制度に関する情報

提供を行うことで、将来への見通しを持ちながら子育てができる環境づくり

に努める。 

さらに、児童発達支援、放課後等デイサービス、相談支援事業所等が連携

し、家族のニーズに応じた切れ目のない支援体制の構築を目指す。 
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課題３ 学校との連携強化 

取組み 

（予定） 

障害のある児童が地域で安心して学び、成長できるよう、学校と障害福祉

サービス事業所との連携強化を図る。 

今年度は、学校と事業所が児童の状況や支援方針について情報共有を行

う機会を設け、相互理解を深めることで、一貫性のある支援体制の構築を

目指す。また、日々の支援における課題や好事例を共有し、学校生活と事

業所での支援が連続性を持って行われるよう連携を推進する。 

さらに、就学や進学等のライフステージの変化に伴う移行期においても、学

校、事業所、相談支援専門員等の関係機関が連携し、児童及び家族が安

心して次のステージへ移行できるよう支援体制の充実に努める。 
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●くらしグループ 

 

課題１ 福祉用具を含めた介護技術の向上について 

取組み 

（予定） 

居宅介護・グループホーム等の事業所に分かれてグループディスカッション

を行い、福祉用具の必要性、介護技術の課題抽出を行っていく。また、介護

技術の勉強する機会を作っていく。 

 

 

課題２ サービスへの理解、周知方法について 

取組み 

（予定） 

グループホーム、居宅介護、移動支援などサービス内容の各グループと連

携し、周知する機会を作っていく。 

 

 

課題３ くらしグループの会議へ参加率向上 

取組み 

（予定） 

事前にくらしグループに所属する全事業所に出席を呼びかけ、会議への参

加意識を高めていく。引き続き、会議はオンラインと対面のどちらでも選択

ができるように参加しやすい環境を作っていく。 
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●はたらくグループ 

 

課題１ 市内福祉事業所の周知、広報 

取組み 

（予定） 

安城市内の福祉サービス事業所のうち、18 歳以上の方が日中過ごすこと

の出来る事業所を知ってもらえるように、情報提供していく。 

「安城市障害福祉事業所合同説明会 ～未来への一歩～」開催予定 

日にち：10 月 24 日（土） 開催時間：9：50～12：10 

会場：安城市総合福祉センター 

内容：詳細検討中。 

 

 

課題２ 就労支援、生活介護の困りごとを共有し支援力の向上につなげる 

取組み 

（予定） 

就労・生活介護の現場で日々感じている困りごとや支援上の課題について

事業所間で共有しより良い支援につなげることを目的とする。 

就労と生活介護ではでは課題が異なる部分がある為、別開催とし同じ分

野ごとに分かれて意見交換しやすい環境を整え、支援の向上へとつなげて

いく。 
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●とうじしゃグループ 

 

課題１ メンバーの団結力を高め行動する 

取組み 

（予定） 

とうじしゃグループメンバーによるフリートークと、メンバーの今月の出来事と

いう 2 つの議題を設定することで、福祉に対する意識を高める行動をして、

意見交換を通じて団結力の強化を図る。 

 

 

課題２ メンバーの困り事を自分達で解決にチャレンジ 

取組み 

（予定） 

日常生活での困り事や、障がい者支援に関する内容のテーマと、災害時に

起こりうる障がい者ならではの困り事についてのテーマを、とうじしゃ部会で

グループトークを行い、障がいを抱えることによる困難を社会に啓発する活

動を展開していく。 

 

 

課題３ 当事者を取り巻く仕組みについて知ろう 

取組み 

（予定） 

障がい者差別解消法を学び、合理的配慮と障がい者差別についての知識

を深める活動を行う。  
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●そうだんグループ 

 

課題１ 高齢分野との連携 

取組み 

（予定） 

介護保険への移行をスムーズに行えるよう、包括支援センターとの勉強

会を行い、制度の違いや必要な情報について知る機会を設ける。担当者と

実際に顔を合わせ、必要時に連携できる関係を築く。 

 

 

課題２ 就労選択支援を含めた特別支援学校との連携 

取組み 

（予定） 

教育機関卒業後も就労や社会参加に切れ目なくつなげていけるよう、特

別支援学校の先生に進路の流れについて教えてもらうとともに、就労選択

支援について学ぶことで、相談員・事業所などの機関・学校・保護者で連携

をスムーズに図る方法について検討する。 

 

 

課題３ 個別課題から地域課題の検討 

取組み 

（予定） 

昨年度に引き続き、例外的支給の協議や各相談員が担当しているケー

スについて検討することで抽出された地域課題を共生のまち部会と共有し

たうえで、必要に応じて他グループと一緒に検討する。 

事例検討の場を設けることで、相談員のスキルアップも図る。 
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●    きかく・けいはつグループ 

 

課題１ 協議会等の情報発信について 

取組み 

（予定） 

昨年度、自立支援協議会共生のまち部会の公式インスタグラムのビジネス

アカウントへの切り替えを行い、「第 2 回あんぷくフェスティバル」の情報を

含め、当日の会場の様子などの情報発信を試しに行った。 

今年度は、本格的な情報発信ツールとしての正式運用を目指す。 

正式運用にあたり、利用規定やトラブル対応のマニュアルなどの作成、発

信するコンテンツ内容、閲覧対象者の選定などを具体的に決めて、正式に

運用していく。 

 

 

課題２ 啓発活動の成果に向けた取り組みの実施 

取組み 

（予定） 

令和 9 年 1 月に第 3 回あんぷくフェスティバルを開催する。 

昨年度までは、「アンフォーレ」で開催されていたが、今年度は「ららぽーと

安城」内の 1 階スタジアムコートで開催となる。会場の変更により、啓発方

法・内容を再構築する為、KKG が主となり開催の準備をする。必要に応じ

て、昨年度の開催に携わって頂いた方にも意見を共有していく。 
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●    けんりようごグループ 

 

課題１ 本人中心の考え方を啓発する 

取組み 

（予定） 

権利擁護および本人中心の考え方を安城市全体に普及・啓発するため、

市内障害福祉サービス事業所への訪問を継続して実施する。 

訪問時は指導的な立場ではなく、各事業所との対話を大切にしながら、支

援上の悩みや地域課題の把握・共有につなげる。また、訪問に加え、アンケ

ートを実施することで「本人中心の考え方」の周知・啓発を図るとともに、権

利擁護に関する地域課題の見える化にも取り組む。 

 

 

課題２ 差別解消法・合理的配慮の啓発について 

取組み 

（予定） 

障害者差別解消法および合理的配慮についてメンバー間で理解を深める

とともに、とうじしゃグループとの意見交換を継続し、当事者視点を大切にし

た啓発活動を進める。また、「あんぷくフェスティバル」等の機会を活用し、

市民向けに分かりやすい啓発活動を行う。あわせて、必要に応じて SNS や

広報媒体等の活用についても検討する。 

 

 

課題３ 虐待通報等の困難事例への対応 

取組み 

（予定） 

虐待防止センターが受理した通報のうち、対応が困難な事例について、個

人情報に十分配慮した上で、けんりようごグループ内で継続して検討を行

う。センター担当者のみが抱え込むことのないよう、多職種・第三者的な視

点から意見交換や助言を行い、地域全体で虐待防止を支える体制づくり

につなげる。加えて差別解消法に関する相談事例についても検討を行う。 
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●きょてんグループ 

 

課題１ 住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるための支援体制の整備 

取組み 

（予定） 

「もしも」の時の安心確保に向け、緊急対応が必要な対象者の状況把握と

情報共有を進め、予防的支援を含めた緊急対応体制の充実を図る。 

 

 

課題２ 18 歳移行期における切れ目のない継続的な支援体制の構築 

取組み 

（予定） 

18 歳移行期において、児童福祉から障害福祉への移行に伴う支援の空

白を防ぐため、関係機関による情報共有と連携を強化し、本人・家族を中

心とした切れ目のない継続的な支援体制を構築するため児童相談所との

連携を計る。 

 

 

課題３ 親亡き後の生活に不安を抱える家族への支援 

取組み 

（予定） 

障害のある方の家族の中には、親亡き後の生活に不安を抱えている方が

多く、将来の生活設計や利用できる制度・社会資源に関する情報を十分に

得られていない場合がある。そのため、将来を見据えた準備や制度理解を

促進し、不安の軽減につなげるための家族向け研修を企画・実施する。 
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● こころグループ 

 

課題１ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムについての協議の場 

取組み 

（予定） 

精神科長期入院者の現状の把握。それらのかたの退院支援に関わる安城

市内の地域移行支援・地域定着支援の推移の共有を行い、関係機関の連

携を高める。 

 

 

課題２ 当事者交流会の継続開催。 

取組み 

（予定） 

安城市で２年連続開催した当事者交流会を継続。当事者同士の助け合い

に関心のある人が集い、将来的に当事者自身が運営する自助グループ活

動等のきっかけにつなげる。 

 

 

課題３ 地域で見守りを要するアルコール依存症等がある人のケースが近年増加

している。 

取組み 

（予定） 

アルコール問題を抱えているが治療意思がない人の支援が増えている。支

援者間でアルコール依存症への知識や方針にばらつきがあり、事例を通し

て共通認識を得る。またアルコールの問題に対して各専門機関がどのよう

なアプローチをしているかを知る。将来的にアルコール問題で孤立して生

活する人が減るように啓発についても検討する。 
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● いけあグループ 

 

課題１ 看護師が抱えている課題や不安を知り、孤立を防ぐ。 

取組み 

（予定） 

学校やこども園、事業所の看護師のための勉強会を開催し、情報共有や相

談をする機会とする。そして、課題解決に向けて検討していく。また、必要に

応じて講師による講演を企画する。 

 

 

課題２ 介護者が抱えている課題や不安を知り、孤立を防ぐ。 

取組み 

（予定） 

家族交流会を開催し、家族の集いを通して、情報共有や相談する機会とす

る。そして、課題解決に向けて検討していく。 

また、必要に応じて講師による講演を企画する。 

 

 

課題３ 医療的ケア児者の在宅生活を支える関係者への普及啓発を行う。 

取組み 

（予定） 

看護学校への出前講座を行い、医療的ケアを受けている当事者とその生

活を支える訪問看護師や通所事業所から在宅生活での話を聴き、『地域

でその人らしく暮らす』生活に関心を持ってもらう。 

 

 

課題４ 医ケア児者に関わる関係機関の連携を強化し支援体制を整備する。 

取組み 

（予定） 

安城市の連携会議や圏域の連絡会などで、医療的ケア児者（重心含む）

に関わることや人工呼吸器装着児者の活動の場の確保など、地域課題を

提案し、支援体制の整備実現に向けて検討していく。 
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議 題 （ ４ ）障害者差別解消法に係る市の取組みについて 
 
１ 市役所窓口における障害者差別解消に係る相談状況 

相談の種類 件数 主な相談事例 

不当な差別的 

取扱い 
２件 

・絵画教室に今まで通っていたが、本人の障害特性で大声

を出したり、他の子から絵本を取り上げたりしてしまった。

翌日、絵画教室の先生から何の話しもないまま、月謝の返

金と絵画教室の利用拒否と見受けられるメッセージが送ら

れてきた。 

・住んでいるアパートが取り壊されるため、物件を探しに不

動産屋行ったところ、物件を探してもらえなかった。 

 

環境の整備 ０件 令和７年度 事例無し 

合理的配慮の 

不提供 
２件 

・子どもが障害児であることを理由に子ども会の入会を断っ

たところ、PTA 役員に就くことを強要された（親からの相

談）。 

・聴覚障害があるため、大相撲のアナウンスが聞こえないこ

とを想定し、字幕や手話通訳といった情報保障ができない

か相談したが、正当な理由なく対応不可との返事をされ

た。 

 

※相談内容を基に種類をわけています。市では認定していません。 

 

２ 障害者差別解消への周知啓発等取組状況 

（１）広報あんじょう記事掲載（令和７年１１月号） 

１１月号に、こころのバリアフリー啓発動画やヘルプマーク、ほじょ犬マークに関する記

事を掲載しました。 

（２）職員向けの研修会の参加（令和７年８月） 

    国が主催の研修会に市職員が参加し、対応力の強化に努めました。 

（３）安城市社会福祉協議会主催の福祉まつりでの周知啓発（令和7年10月） 

    市障害福祉課ブースにてパネル展示を行いました。 
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（４）図書情報館コラボ展示（令和７年12月） 

    障害者週間に合わせて、１１月２９日から１２月２６日までアンフォーレ本館２階で障害

福祉に関する図書やパンフレットなど、幅広い市民の皆様へ障害のある方についての関

心や理解を深めるきっかけとなるような展示を行いました。令和８年度も展示を行う予定

です。 

（５）あんぷくフェスティバル２０２６での周知啓発（令和８年３月） 

多目的室内でパネル展示を行いました。 

（６）新人職員研修での周知啓発（令和７年6月） 

    合理的配慮の義務化に関するチラシを資料として配布しました。 

（７）町内会ノートへの情報掲載 

町内会ノートに合理的配慮の義務化に関する情報を掲載しました。 

（８）まちかど講座での学習会開催（令和８年２月） 

職員が出張し、障害者差別解消法について説明しました。 

（９）こころのバリアフリー啓発動画の放映等 

    ・市公式ＹｏｕＴｕｂｅでの放映（通年） 

・新人職員研修での放映（令和７年６月） 

・安城市社会福祉協議会主催の福祉まつりでの放映（令和7年１０月） 
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議題（５）障害者虐待防止に係る市の取組みについて 

 
１ 市役所窓口における障害者虐待に係る通報・相談状況 

＜通報・相談件数＞ 

事例／年度 令和７年度 令和６年度 令和５年度 

通報・相談件数 ４２ ３２ ３９ 

うち虐待と判断した事例 ２０ １６ ２5 

 

＜各種状況人数＞ 

 

 

虐待と認定した事例その① 

施設職員が入浴介助中に、本人の身体に痣があることを見つけた。本人、母親との面

談時、父親が本人に対し暴力を振ったとの話があり、市に通報。市が本人と父親に聞き取

（令和７年度通報・相談件数　内訳）
① 20件
② 虐待ではないと判断した事例 22件
③ 調査中 0件
計 42件

虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例

（１）相談経路（延べ人数・重複あり）
① 障害福祉サービス事業所・相談支援専門員 21人
② 近隣住民・知人
③ 民生委員
④ 被虐待者本人 13人
⑤ 家族・親族 1人
⑥ 虐待者本人
⑦ 行政職員 2人
⑧ 警察 12人
⑨ 病院
⑩ その他 5人

（２）被虐待者の障害種別（延べ人数・重複あり）※認定したケースのみ

① 身体障害 1人
② 知的障害 11人
③ 精神障害 10人
④ 発達障害

（３）虐待内容（延べ人数・重複あり）※認定したケースのみ

① 身体的虐待 18人
② 介護等の放棄
③ 心理的虐待 3人
④ 性的虐待
⑤ 経済的虐待
⑥ その他・不明
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りによる事実確認を行った結果、本人が家の中で母親に対し暴力を振るうことや物を壊す

ことがあり、父親がそれを防ぐためやむを得ず手を出してしまったとのこと。両親は本人を

グループホームに入所させたいと考えていたことから、相談員にもその旨を情報共有し、本

人の意思を確認しながら入所に向けた支援をすることとなった。 

虐待と認定した事例その② 

送迎時、車から降りた本人が運転手を追いかけ回し、運転手は逃げながら本人に対

し、大声で怒鳴った。その様子を見ていた同施設職員が市に通報。運転手の所属する施

設の施設長及び運転手に確認したところ、怒鳴る、罵るといった行為について事実が認

められ、心理的虐待と判断。運転手は福祉分野での経験がなく、虐待防止等の研修も

受けてなかったことや、支援の難しい当事者の送迎を一任してしまっていたことを踏まえ、

施設内での体制を見直すように指導し、改善計画書の提出を求めた。 

 

２ 障害者虐待防止への周知啓発等の取組状況 

（１）広報あんじょう記事掲載（令和８年３月号） 

障害者虐待防止に係る内容の記事を掲載し、周知啓発を図りました。 

（２）相談窓口職員向け虐待防止・権利擁護研修（令和７年１２月） 

愛知県主催による研修に職員が参加しました。 

（３）安城市社会福祉協議会主催の福祉まつりでの周知啓発（令和７年10月） 

市障害福祉課ブースにてパネル展示を行いました。 

（４）図書情報館コラボ展示（令和７年12月） 

    障害者週間に合わせて、１１月２９日から１２月２６日までアンフォーレ本館２階で障害

福祉に関する図書やパンフレットなど、幅広い市民の皆様へ障害のある方についての関

心や理解を深めるきっかけとなるような展示を行いました。令和８年度も展示を行う予定

です。 

（５）あんぷくフェスティバル２０２６での周知啓発（令和８年３月） 

多目的室内でパネル展示を行いました。 

（６）地区民生委員協議会学習会の開催（令和７年６月） 

    市内民生委員・児童委員に障害者虐待防止法について説明しました。 

（７）市内事業者向け虐待防止研修（令和７年７月） 

基幹相談支援センター主催による研修を行いました。 

（８）広告モニター活用による周知（通年） 

庁舎内広告モニター画面で虐待防止に関する放送を行っています。 
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３ その他の取り組み 

  障害者虐待の再発防止に活かすため、けんりようごグループ内で虐待通報後の対応方法

について意見交換を行いました。 
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日中サービス支援型共同生活援助 

（グループホーム）評価の手引き 

 

初第 2 版 

 

 

 

 

 

 
令和７年４月１日令和８年７月２日 

 

安城市 

安城市自立支援協議会 
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１ 手引きの位置づけ 

日中サービス支援型指定共同生活援助事業者は、障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及

び運営に関する基準（以下「基準」という。）第２１３条の１０第６項において、自立支援協

議会等に対して定期的に日中サービス支援型指定共同生活援助の事業の実施状況及

び地域連携推進会議の報告、要望、助言等の内容等を報告し、協議会等による評価を受

けるとともに、協議会等から必要な要望、助言等を聴く機会を設けなければならないと規

定されています。 

この規定に基づき、安城市においては、安城市自立支援協議会（以下「協議会」という。）

が評価を行います。 

この手引きは、基準を元に、協議会において日中サービス支援型共同生活援助の評価

を適切に行えるよう、評価項目、評価指標等を明確にするものです。 

 

２ 日中サービス支援型共同生活援助制度導入の背景 

共同生活援助が平成元年度に制度化された当初は、主に障害程度が中軽度の障害者

の利用が想定されていましたが、入所施設からの地域移行の推進や障害者の重度化・高

齢化に対応するため、重度障害者の受入体制の整備が課題となってきました。このような

課題を解決するための一つとして、平成３０年度に、重度障害者への対応ができるよう、日

中・夜間も含めた常時の人員体制を確保する類型として、日中サービス支援型共同生活

援助が創設されました（参考：令和４年３月１１日社会保障審議会障害者部会資料）。 

このような背景から、基準で規定されている日中サービス支援型共同生活援助の基本

方針では、介護サービス包括型共同生活援助の基本方針の違いとして、「常時の支援体

制を確保すること」及び「家庭的な環境及び地域住民との交流の下で」という表現が盛

り込まれています。 

 
＜基準第２１３条の３ 基本方針＞ 

日中サービス支援型指定共同生活援助の事業は、常時の支援体制を確保することにより、

利用者が地域において、家庭的な環境及び地域住民との交流の下で自立した日常生活又は

社会生活を営むことができるよう、当該利用者の身体及び精神の状況並びにその置かれてい

る環境に応じて共同生活住居において相談、入浴、排せつ若しくは食事の介護その他の日常生

活上の援助又はこれに併せて行われる居宅における自立した日常生活への移行及び移行後

の定着に必要な援助を適切かつ効果的に行うものでなければならない。 

   （下線部は基準第２０７条（共同生活援助の基本方針）との主な記述の違う箇所） 

 

３ 評価の目的 

日中サービス支援型共同生活援助が入所施設からの地域移行の推進や障害者の重

度化・高齢化に対応するため、常時介護を必要とする人への支援ができる体制が整うこと、

また、２４時間生活ができる施設であることから、家庭的な環境及び地域住民との交流の
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下、自立した日常生活又は社会生活を営むことができることに資することを目的とします。 

なお、人員及び設備に関することは、愛知県による指定申請時及び運営開始後の運営

指導時に問題があれば指摘がなされるものであるので、本評価では、主に運営について

を対象とします。 

 

４ 評価方法 

（１）日中サービス支援型指定共同生活援助事業者（以下「事業者」という。）は、安城市自

立支援協議会（以下「協議会」という。）に評価依頼書以下に掲げる書類を協議会が

定める日程までに提出する。 

項目 提出書類 

定期報告 ・日中サービス支援型共同生活援助事業所に係る評価等依頼書（様式１） 

・日中サービス支援型共同生活援助事業所 実施状況評価シート（様式２） 

・地域連携推進会議の記録 

・その他説明に必要な書類 

新規指定 ・日中サービス支援型共同生活援助事業所に係る評価等依頼書（様式１） 

・日中サービス支援型共同生活援助事業所 実施計画評価シート（様式３） 

・運営規程 

・施設の位置図及び平面図 

・法人紹介資料 

・その他説明に必要な書類 

 

（２）事業者は、協議会共生のまち部会運営会議（以下「運営会議」という。）のヒアリングを

受ける。 

（３）運営会議は、評価案を作成する。評価に当たっては、事業者が開催した地域連携推進

会議での報告、要望、助言等についての記録も参考にする。 

（４）運営会議は、必要に応じて、施設見学を行い、評価の参考とする。 

（５）協議会において、前項の評価案に基づき、評価、要望、助言等を行う。 

（６）事業者は、協議会から改善を求められた場合は、後日、改善策を協議会に報告次回の

評価シートに対応結果を記載する。 
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５ 評価項目及び指標 

項番 評価項目 評価指標（※） 

1 介護は、利用者の身体及び精神の状

況に応じ、当該利用者の自立の支援及

び日常生活の充実に資するよう、適切

な技術をもって行わなければならない

が、そのための従業員の確保及び資質

の維持向上ができているか。 
※新規指定の場合は、できる見込みか。 

・有資格者の確保 

・研修の実施内容 

2 

 

強度行動障害のある人、医療的ケアが

必要な人等重度障害者の受入態勢が

整っているか。 
※新規指定の場合は、整う見込みか。 

・強度行動障害支援者養成研修、喀痰

吸引等研修等の修了者数 

・強度行動障害者や医療的ケアが必要

な人の受入実績 

（１の評価指標も加味する） 

３ 事業者の方針等により、利用者の意向

が制限・左右されることなく、適切なサ

ービス等の提供が図られるよう、他法

人が運営する事業所等との積極的な

連携に努めたか。 
※新規指定の場合は、連携予定か。 

他法人が運営する下記事業所等との連

携実績 

・訪問診療や看護等の医療機関 

・日中活動系サービス事業所 

・相談支援事業所 

４3 調理、洗濯その他の家事等は、利用者

と従業者が共同で行っているか。 
※新規指定の場合は、共同で行う予定か。 

・共同作業の具体例 

4 利用者について、特定相談支援事業

者又は他の障害福祉サービス事業者

等との連絡調整を適切に行っている

か。 

・連絡調整の具体例 

5 利用者が日常生活を営む上で必要な

行政機関に対する手続等について、そ

の者又はその家族が行うことが困難で

ある場合は、その者の同意を得て代わ

って行っているか。 
※新規指定の場合は、行う予定か。 

・行政手続等の支援の方針 

・金銭管理の方針 

6 常に利用者の家族との連携を図るとと

もに、利用者とその家族との交流等の

機会を確保しているか。 
※新規指定の場合は、確保できるか。 

・利用者の家族との連携の具体例 

・利用者とその家族との交流の機会確

保の具体例 
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項番 評価項目 評価指標（※） 

7 地域住民による活動への参加や事業

所の自発的な活動の実施等により、地

域との交流を行っているか。 
※新規指定の場合は、行う見込みか。 

地域住民又はその自発的な活動等と

の連携及び協力を行う等の地域との

交流を行っているか。 

・地域のイベントへの参加実績 

・事業所主催イベントでの地域交流の実

績 

・ボランティアの受入実績 

8 短期入所については緊急受入の態勢

が整っているか。 
※新規指定の場合は、整える見込みか。 

・地域生活拠点等として市の認定を受け

ているか。 

・緊急受入の実績 

9 協議会の関係グループに積極的に参

加しているか。 
※新規指定の場合は、参加できるか。 

・くらしグループへの参加実績 

・きょてんグループへの参加実績 

１０ 地域連携推進会議を、おおむね１年に

１回以上開催し、当該会議での報告、

要望、助言等の記録を公表している

か。 
※定期報告時のみ評価 

・地域連携推進会議の記録 

・他事業者のグループホーム職員の参

加実績 

・他事業者のグループホームの地域連

携推進会議への参加実績 

 ※ 各項に記載の評価指標はすべて実施を求めるものではなく、総合的に評価する。 

 

６ 留意事項 

（１）評価は、開所前に１回行う。事業開始後は、おおむね１年に１回程度行う。 

（２）協議会における評価、要望、助言等は非公開とする。 

 

７ 様式 

様式１ 日中サービス支援型共同生活援助事業所に係る評価等依頼書 

様式２ 日中サービス支援型共同生活援助事業所 実施状況評価シート 

様式３ 日中サービス支援型共同生活援助事業所 実施計画評価シート 
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様式１ 

年  月  日 

 

（宛先）安城市自立支援協議会 

 

日中サービス支援型共同生活援助事業所に係る評価等依頼書 

 

 次のとおり日中サービス支援型共同生活援助事業の実施（予定）にあたりを運営していま

すので、評価、要望、助言等をお願いします。 

 

（    年  月  日現在） 

□定期報告開設前  □新規指定開設後 

申
請
者 

ﾌﾘｶﾞﾅ  

法人名  

住所 
 

 

電話  

電子メール  

ﾌﾘｶﾞﾅ  

代表者氏名  

事
業
所
⡏
状
況
※ 

ﾌﾘｶﾞﾅ  

名称  

所在地 
 

 

事業開始日(予定) 年    月    日 

定員数 

共同生活援助の定員数             人 

（男女別内訳等                   ） 

短期入所の定員数               人 

人員配置 

世
話
人 

日中             人 

日中の常勤換算後             人 

夜間             人 

夜間の常勤換算後             人 

生
活
支
援
員 

日中             人 

日中の常勤換算後             人 

夜間             人 

夜間の常勤換算後             人 
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利用者の内訳※ 

 区分なし 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

人 人 人 人 人 人 人 

職
員
⡏
内
⡏
有
資
格
者
等
※ 

社会福祉士             人 

介護福祉士             人 

強度行動障害支援者養成研修（基礎）修了者数             人 

喀痰吸引等研修等修了者数             人 

             人 

             人 

             人 

※新規指定の場合は、提出日時点での予定情報を記載してください。 
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様
式

２
 

日
中

サ
ー

ビ
ス

支
援

型
共

同
生

活
援

助
事

業
所

 定
期

報
告

評
価

シ
ー

ト
 （

改
正

案
）

 
  

  

事
業

所
名

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

№
 

評
価

項
目

 
評

価
指

標
（

※
１

）
 

事
業

所
回

答
欄

（
※

２
）

 
評

価
欄

 

1
 

介
護

は
、利

用
者

の
身

体
及

び
精

神
の

状

況
に

応
じ

、当
該

利
用

者
の

自
立

の
支

援

及
び

日
常

生
活

の
充

実
に

資
す

る
よ

う
、適

切
な

技
術

を
も

っ
て

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
が

、
そ

の
た

め
の

従
業

員
の

確
保

及
び

資
質

の
維

持
向

上
が

で
き

て
い

る
か

。 

・有
資

格
者

の
確

保
 

・研
修

の
実

施
内

容
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

2
 

 

強
度

行
動

障
害

の
あ

る
人

、
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

人
等

重
度

障
害

者
の

受
入

態
勢

が
整

っ
て

い
る

か
。 

・強
度

行
動

障
害

支
援

者
養

成
研

修
、

喀
痰

吸
引

等
研

修
等

の
修

了
者

数
 

・強
度

行
動

障
害

者
や

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
人

の
受

入
実

績
 

（
１

の
評

価
指

標
も

加
味

す
る

）
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

３
 

事
業

者
の

方
針

等
に

よ
り

、利
用

者
の

意
向

が
制

限
・左

右
さ

れ
る

こ
と

な
く

、適
切

な
サ

ー
ビ

ス
等

の
提

供
が

図
ら

れ
る

よ
う

、他
法

人
が

運
営

す
る

事
業

所
等

と
の

積
極

的
な

連
携

に
努

め
た

か
。 

他
法

人
が

運
営

す
る

下
記

事
業

所
等

と
の

連
携

実
績

 

・訪
問

診
療

や
看

護
等

の
医

療
機

関
 

・日
中

活
動

系
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

 

・相
談

支
援

事
業

所
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

４
3

 
調

理
、洗

濯
そ

の
他

の
家

事
等

は
、利

用
者

と
従

業
者

が
共

同
で

行
っ

て
い

る
か

。 

・共
同

作
業

の
具

体
例

 
 

□
問

題
な

し
 

□
改

善
を

求
め

る
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№
 

評
価

項
目

 
評

価
指

標
（

※
１

）
 

事
業

所
回

答
欄

（
※

２
）

 
評

価
欄

 

4
 

利
用

者
に

つ
い

て
、特

定
相

談
支

援
事

業

者
又

は
他

の
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
と

の
連

絡
調

整
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

か
。 

・連
絡

調
整

の
具

体
例

 
 

□
問

題
な

し
 

□
改

善
を

求
め

る
 

5
 

利
用

者
が

日
常

生
活

を
営

む
上

で
必

要
な

行
政

機
関

に
対

す
る

手
続

等
に

つ
い

て
、そ

の
者

又
は

そ
の

家
族

が
行

う
こ

と
が

困
難

で
あ

る
場

合
は

、そ
の

者
の

同
意

を
得

て
代

わ
っ

て
行

っ
て

い
る

か
。 

・行
政

手
続

等
の

支
援

の
方

針
 

・金
銭

管
理

の
方

針
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

6
 

常
に

利
用

者
の

家
族

と
の

連
携

を
図

る
と

と

も
に

、利
用

者
と

そ
の

家
族

と
の

交
流

等
の

機
会

を
確

保
し

て
い

る
か

。 

・利
用

者
の

家
族

と
の

連
携

の
具

体
例

 

・利
用

者
と

そ
の

家
族

と
の

交
流

の
機

会
確

保
の

具
体

例
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

7
 

地
域

住
民

に
よ

る
活

動
へ

の
参

加
や

事
業

所
の

自
発

的
な

活
動

の
実

施
等

に
よ

り
、地

域
と

の
交

流
を

行
っ

て
い

る
か

。  

地
域

住
民

又
は

そ
の

自
発

的
な

活
動

等
と

の
連

携
及

び
協

力
を

行
う

等
の

地
域

と
の

交
流

を
行

っ
て

い
る

か
。 

・地
域

の
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
実

績
 

・事
業

所
主

催
イ

ベ
ン

ト
で

の
地

域
交

流
の

実
績

 

・ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

入
実

績
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

8
 

短
期

入
所

に
つ

い
て

は
緊

急
受

入
の

態
勢

が
整

っ
て

い
る

か
。 

・地
域

生
活

拠
点

等
と

し
て

市
の

認
定

を
受

け
て

い
る

か
。 

・緊
急

受
入

の
実

績
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

9
 

協
議

会
の

関
係

グ
ル

ー
プ

に
積

極
的

に
参

加
し

て
い

る
か

。 

・く
ら

し
グ

ル
ー

プ
へ

の
参

加
実

績
 

・き
ょ

て
ん

グ
ル

ー
プ

へ
の

参
加

実
績

 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
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№
 

評
価

項
目

 
評

価
指

標
（

※
１

）
 

事
業

所
回

答
欄

（
※

２
）

 
評

価
欄

 

1
0

 
地

域
連

携
推

進
会

議
を

、お
お

む
ね

１
年

に

１
回

以
上

開
催

し
、当

該
会

議
で

の
報

告
、

要
望

、
助

言
等

の
記

録
を

公
表

し
て

い
る

か
。 

・地
域

連
携

推
進

会
議

の
記

録
 

・他
事

業
者

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

職
員

の
参

加
実

績
 

・他
事

業
者

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
地

域
連

携
推

進
会

議
へ

の
参

加
実

績
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

※
１

 各
項

に
記

載
の

評
価

指
標

は
す

べ
て

実
施

を
求

め
る

も
の

で
は

な
く

、総
合

的
に

評
価

す
る

。 

※
２
 前

回
以

前
に

協
議

会
か

ら
改

善
を

求
め

ら
れ

た
事

項
が

あ
っ

た
場

合
は

、そ
の

後
の

対
応

を
含

め
て

記
載

す
る

。 
 

総
評

（
評

価
、要

望
、助

言
等

）
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様
式

３
 

日
中

サ
ー

ビ
ス

支
援

型
共

同
生

活
援

助
事

業
所

 実
施

計
画

評
価

シ
ー

ト
 （

新
規

案
）

 
  

  

事
業

所
名

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

№
 

評
価

項
目

 
評

価
指

標
（

※
）

 
事

業
所

回
答

欄
 

評
価

欄
 

1
 

介
護

は
、利

用
者

の
身

体
及

び
精

神
の

状

況
に

応
じ

、当
該

利
用

者
の

自
立

の
支

援

及
び

日
常

生
活

の
充

実
に

資
す

る
よ

う
、適

切
な

技
術

を
も

っ
て

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
が

、
そ

の
た

め
の

従
業

員
の

確
保

及
び

資
質

の
維

持
向

上
が

で
き

る
見

込
み

か
。 

・有
資

格
者

の
確

保
の

見
込

み
 

・研
修

の
実

施
予

定
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

2
 

 

強
度

行
動

障
害

の
あ

る
人

、
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

人
等

重
度

障
害

者
の

受
入

態
勢

が
整

う
見

込
み

か
。 

・強
度

行
動

障
害

支
援

者
養

成
研

修
、

喀
痰

吸
引

等
研

修
等

の
修

了
者

数

の
確

保
の

見
込

み
 

・強
度

行
動

障
害

者
や

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
人

の
受

入
予

定
 

（
１

の
評

価
指

標
も

加
味

す
る

）
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

３
 

事
業

者
の

方
針

等
に

よ
り

、利
用

者
の

意
向

が
制

限
・左

右
さ

れ
る

こ
と

な
く

、適
切

な
サ

ー
ビ

ス
等

の
提

供
が

図
ら

れ
る

よ
う

、他
法

人
が

運
営

す
る

事
業

所
等

と
の

積
極

的
な

連
携

予
定

か
。 

 

他
法

人
が

運
営

す
る

下
記

事
業

所
等

と
の

連
携

実
績

 

・訪
問

診
療

や
看

護
等

の
医

療
機

関
 

・日
中

活
動

系
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

 

・相
談

支
援

事
業

所
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

４
 

調
理

、洗
濯

そ
の

他
の

家
事

等
は

、利
用

者

と
従

業
者

が
共

同
で

行
う

予
定

か
。 

・想
定

す
る

共
同

作
業

の
具

体
例

 
 

□
問

題
な

し
 

□
改

善
を

求
め

る
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№
 

評
価

項
目

 
評

価
指

標
（

※
）

 
事

業
所

回
答

欄
 

評
価

欄
 

5
 

利
用

者
が

日
常

生
活

を
営

む
上

で
必

要
な

行
政

機
関

に
対

す
る

手
続

等
に

つ
い

て
、そ

の
者

又
は

そ
の

家
族

が
行

う
こ

と
が

困
難

で
あ

る
場

合
は

、そ
の

者
の

同
意

を
得

て
代

わ
っ

て
行

う
予

定
か

。 

・行
政

手
続

等
の

支
援

の
方

針
 

・金
銭

管
理

の
方

針
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

6
 

常
に

利
用

者
の

家
族

と
の

連
携

を
図

る
と

と

も
に

、利
用

者
と

そ
の

家
族

と
の

交
流

等
の

機
会

を
確

保
で

き
る

か
。 

・想
定

す
る

利
用

者
の

家
族

と
の

連
携

 

・利
用

者
と

そ
の

家
族

と
の

交
流

の
機

会
確

保
の

予
定

 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

7
 

地
域

住
民

に
よ

る
活

動
へ

の
参

加
や

事
業

所
の

自
発

的
な

活
動

の
実

施
等

に
よ

り
、地

域
と

の
交

流
を

行
う

見
込

み
か

。 

・地
域

の
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
予

定
 

・事
業

所
主

催
イ

ベ
ン

ト
で

の
地

域
交

流
の

予
定

 

・ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

入
予

定
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

8
 

短
期

入
所

に
つ

い
て

は
緊

急
受

入
の

態
勢

が
整

う
見

込
み

か
。 

・地
域

生
活

拠
点

等
と

し
て

市
の

認
定

を
受

け
る

予
定

が
あ

る
か

 

・緊
急

受
入

の
体

制
 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

9
 

協
議

会
の

関
係

グ
ル

ー
プ

に
積

極
的

に
参

加
で

き
る

か
。 

・ く
ら

し
グ

ル
ー

プ
へ

の
参

加
予

定
 

・き
ょ

て
ん

グ
ル

ー
プ

へ
の

参
加

予
定

 

 
□

問
題

な
し

 

□
改

善
を

求
め

る
 

※
 各

項
に

記
載

の
評

価
指

標
は

す
べ

て
実

施
を

求
め

る
も

の
で

は
な

く
、総

合
的

に
評

価
す

る
。 

 

総
評

（
評

価
、要

望
、助

言
等

）
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